
2017.7.20 （16）おおだ市議会だより

えっ!! そんな一面が!!
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次の定例会は9月1日
~27日の予定です。
市議会を身近に感じる
良い機会です。お気軽に
お越しください。
◇傍聴席は定員64人です。
◇多数で傍聴に来られる場合

は、あらかじめ議会事務局
へご連絡ください。

議会傍聴の
ご案内

　
日
本
三
大
鳴
き
砂
と
い
わ

れ
て
い
る
琴
ヶ
浜
が
国
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
。大
田
市
教
育

委
員
会
を
は
じ
め
、
地
元
の

方
々
の
海
岸
清
掃
な
ど
、
日

頃
の
努
力
が
実
っ
た
も
の
と

お
祝
い
申
し
上
げ
た
い
。

　
私
達
が
住
む
大
田
市
に

は
、
琴
ヶ
浜
の
ほ
か
、
国
立
公

園
三
瓶
山
、
世
界
遺
産
の
石

見
銀
山
、
温
泉
津
温
泉
と
地

域
資
源
が
多
く
あ
る
が
、
こ

の
誇
る
べ
き
資
源
を
有
効
に

活
用
し
た
観
光
振
興
を
進
め

た
い
。

　
近
年
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
海

外
か
ら
の
観
光
客
が
自
然
豊

か
な
日
本
の
地
方
を
訪
れ
る

傾
向
に
あ
る
。大
田
市
の
自

然
を
し
っ
か
り
と
Ｐ
Ｒ
、
情
報

発
信
し
な
が
ら
、集
客
に
つ
な

が
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

（
石
田
　
洋
治
）

どうしても近寄りがたいと思われがちな議員･･･。
「そんなことはないのにな。」「気軽に話しかけてもらって大丈夫なのに。」と思っています。

と、いう訳で、今回から３回にわたり、各常任委員会ごとに皆さんの知られざる！？
（ご存知の方もおられるかもしれませんが）議員の一面をご紹介します。

総務教育委員の皆さんの意外な一面

実は･･･、お酒を飲まないん
です。飲み会でも、もっぱら

「コーラ」を飲んでいます。
テンションも人並み以上（笑）。
ハンドルキーパーはおまかせ
下さい。

三浦　靖 議員

野球少年でした。
そして！スポ少のコーチも20
年間つとめました。
野球を語らせたら、熱いです
よ～。今は、野球観戦を楽し
んでいます。

松村　信之 議員

子どもが大好きです。
我が子は４人、孫も2人いま
す。子どもの笑顔に癒され、
童心に心を洗われ、元気な姿
に力をもらっています。

石橋　秀利 議員

花に癒され、花の魅力に引き込
まれています。
花も愛情をもって育てれば育て
るほど美しい花を咲かせます。花
をみていると無心になり、気持ち
を切り換えることができます。

農業大好き、動くの大好き…。
寝る時間なんてもったいな
い！の私ですが…。
にんじんとしいたけが苦手な
んです。
生産者の方ごめんなさい。

内藤　芳秀 議員

集落の皆さんとえごま油をつ
くりはじめ、今年が3年目に
なります。身体に良いえごま
油を、毎日スプーン一杯程度
摂取しています。意外にも、
健康志向なんです。(笑)

河村　賢治 議員
胡摩田　弘孝 議員

いつもスーツ姿だと思われ
がちですが…。
田んぼをかかえていて、どろ
まみれになって、農業もやっ
ています！
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2017.7.20 （2）おおだ市議会だより2017.7.20（3） おおだ市議会だより

平成29年度補正予算案など
原案どおり可決
平成29年度補正予算案など
原案どおり可決

6月
定例市議会

平成29年6月9日（金）～6月23日（金）

介護、教育支援を中心に　地域に根ざした施策に配分介護、教育支援を中心に　地域に根ざした施策に配分介護、教育支援を中心に　地域に根ざした施策に配分介護、教育支援を中心に　地域に根ざした施策に配分

　６月定例議会は一般会計、特別会計の平成29年度補正予算
のほか、条例の制定等について慎重に審議した結果、全議案と
も原案どおり可決しました。

みなさんからの請願

北朝鮮問題をめぐる国際的緊張の高まりを平和的に解決することを求める意見書提出方
（請　願） 総務教育委員会所管
（請願者） 安保関連法（戦争法）の廃止を求めるしまね総がかり行動実行委員会　代表者　井上寛司
（内　容） 国に対し「北朝鮮問題をめぐる国際的緊張の高まりを平和的に解決することを求める意見書」を
 提出すること。

【 継続審査 】
年金の毎月支給を求める意見書採択方

（請　願）民生委員会所管
（請願者）全日本年金者組合島根県本部大田支部　支部長　福田隆昌
（内　容）年金の隔月支給を、国際水準並みに毎月支給に改めること。

主 な 補 正 内 容

【 不 採 択 】

コミュニティ助成事業（宝くじ助成）
浮布広場環境整備等
（池田地区まちづくり推進協議会）

190万円

コミュニティ助成事業（宝くじ助成）
幼年消防用鼓笛隊セットの整備
（あゆみ保育園幼年消防クラブ）

40万円

地域密着型サービス拠点整備補助
小規模多機能型
居宅介護事業所整備（長久町）

3,758万円

就学援助事業（小中学校）
（国の要保護児童生徒援助費単価
　　新入学児童生徒学用品費等の見直し等）

124万円
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2017.7.20 （4）おおだ市議会だより2017.7.20（5） おおだ市議会だより

▲国の天然記念物に指定予定の琴ヶ浜

5
月
12
日

・
議
会
報
告
会

６
月
９
日

・
大
田
市
使
用
料
及
び

手
数
料
の
見
直
し
に

関
す
る
基
本
方
針
　

・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
及
び
国
民
健
康

保
険
料
の
軽
減
判
定

誤
り
に
伴
う
保
険
料

の
誤
算
定

６
月
16
日

・
平
成
30
年
度
大
田
市

重
点
要
望

・
学
校
給
食
へ
の
異
物

混
入

・
琴
ヶ
浜
の
国
指
定
天

然
記
念
物
の
指
定 全

員
協
議
会
の
議
題

〜
議
案
の
審
査
ま
た
は
議
会
の
運
営
に
関
し

協
議
・
調
整
を
お
こ
な
い
ま
す
〜

議
員
提
出
議
案

▼ 

森
林
環
境
税（
仮
称
）の
早
期
創
設
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て【
原
案
可
決
】

▼ 

地
方
財
政
の
充
実・強
化
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て【
原
案
可
決
】

▼「
共
謀
罪
」と
同
趣
旨
の「
改
正
組
織
犯
罪
処
罰
法
」の
拙
速
な
法
施
行
を
行
わ
な
い

　
こ
と
を
求
め
る
決
議
に
つ
い
て【
原
案
否
決
】

森林環境税（仮称）の早期創設を求める意見書
　森林は国土の保全、水源のかん養、地球温暖化の防止などの公益的機能を
有しており、また、木材の供給を通じて地域産業の活性化と雇用創出に寄与してい
ます。
　しかしながら、所有者・境界が不明確な森林の増加や担い手不足、長期にわた
る木材価格の低迷等により、森林の荒廃が深刻な状況です。
　地方においては、国の森林整備事業に加え、地方単独事業等を創設し、森林
整備対策、林業・木材産業対策を実施しているところですが、長期的な視点に立
った安定的な財源が十分に確保されているとはいえないのが現状です。
　ついては、森林環境税（仮称）の創設により、長期的かつ安定的な財源が確保
されるよう下記事項の実施について強く要望いたします。

記
１.　地方が行う森林整備の長期的、安定的な財源の確保のため、平成３０年
度税制改正において「森林環境税（仮称）」を創設すること。
２．　税収は、民有林面積に応じて配分し、県及び市町村がしっかり連携しなが
ら、自由度をもった対策が実施できるような制度とすること。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成２９年６月２３日

◇
6
月
定
例
会
提
出
議
案
等
賛
否
一
覧
表

　
　

　
議

　
員
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等

　
議

　
案
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結
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○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
●

○
○

─

■
議

員
提

出
議

案

議
案

第
370号

「
共

謀
罪

」と
同

趣
旨

の「
改

正
組

織
犯

罪
処

罰
法

」の
拙

速
な

法
施

行
を

行
わ

な
い

こ
と

を
求

め
る

決
議

に
つ

い
て

原
案

否
決

8 ：
11 

●
●

○
○

○
●

●
●

●
●

●
○

○
●

●
●

○
○

○
─

意
第

15
号

地
方

財
政

の
充

実
・

強
化

を
求

め
る

意
見

書
の

提
出

に
つ

い
て

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
─

意
第

16
号

森
林

環
境

税（
仮

称
）の

早
期

創
設

を
求

め
る

意
見

書
の

提
出

に
つ

い
て

原
案

可
決

17 ：
2 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

●
○

○
○

●
○

○
─

■
請

願

請
願

第
３

号
年

金
の

毎
月

支
給

を
求

め
る

意
見

書
採

択
方

に
つ

い
て

不
採

択
5 ：

14 
●

●
●

●
○

○
●

●
●

●
●

●
○

●
●

●
○

●
○

─

請
願

第
4号

森
林

環
境

税
（

仮
称

）
の

早
期

創
設

を
求

め
る

意
見

書
提

出
方

に
つ

い
て

採
　

択
17 ：

2 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
●

○
○

─

請
願

第
5号

北
朝

鮮
問

題
を

め
ぐ

る
国

際
的

緊
張

の
高

ま
り

を
平

和
的

に
解

決
す

る
こ

と
を

求
め

る
意

見
書

提
出

方
に

つ
い

て
継

続
審

査
 

議
会

閉
会

中
の

継
続

審
査

（
総

務
教

育
委

員
会

付
託

）

※
定

数
２０

名
、

う
ち

議
長

（
内

藤
芳

秀
）

は
採

決
に

加
わ

り
ま

せ
ん

　
　

※
○

は
賛

成
　

●
は

反
対

等
（

反
対

、
継

続
審

査
、

態
度

保
留

等
々

）　
　



市政のここが聞きたい いっぱん質問

2017.7.20 （6）おおだ市議会だより2017.7.20（7） おおだ市議会だより

いっぱん質問

新
大
田
市
立
病
院
建
設
事
業
の

基
本
協
定
締
結
に
至
る
ま
で
の
経
過
を
詳
細
に

市政に対する一般質問は、６月１４日、１５日に行われ、８人の議員
が執行部の考えをただしました。質問と答弁の要旨は次のとお
りです。掲載する質問事項は、紙面の都合上、広報広聴委員会
で選定し、１人１議題としています。（内容は、ホームページ
（http://www.city.ohda.lg.jp/）で閲覧できます。）

14
項
目
に
及
ぶ
多
面
的
な
評
価
項
目
を
設
定
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　審
査
を
行
っ
た

14
項
目
に
及
ぶ
多
面
的
な
評
価
項
目
を
設
定
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　審
査
を
行
っ
た

　
昨
年
12
月
、大
田
市
立
病
院

特
別
委
員
会
で
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
審
査
結
果
の
報
告
が
あ
っ
た
。こ
の
中

で
詳
し
い
採
点
表
の
内
訳
が
開
示
さ
れ

な
か
っ
た
た
め
、市
内
業
者
が
情
報
公
開

請
求
を
し
、資
料
が
提
示
さ
れ
た
。　
　

　
そ
こ
で
見
積
書
が
提
出
さ
れ
て
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
評
価
で
基
本
協
定
締
結
に

至
っ
た
の
か
、ま
た
最
優
秀
者
の
金
額
と

契
約
目
標
金
額
と
は
相
当
な
開
き
が

あ
っ
た
が
、ど
の
よ
う
な
協
議
が
あ
っ
た

の
か
伺
う
。

　
審
査
委
員
会
に
お
い
て
は
、

参
加
表
明
の
あ
っ
た
２
社
に
対

し
２
回
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。各
委
員
の
専

門
的
見
地
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
質
疑
を

行
う
と
と
も
に
、各
社
か
ら
提
案
の
あ
っ

た
内
容
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
た
。採
点

の
結
果
、最
優
秀
者
に
大
成
建
設
株
式
会

社
中
国
支
店
が
選
定
さ
れ
た
。

　
選
定
後
、11
月
29
日
に
発
注
者
、設
計

者
及
び
施
工
予
定
者
の
三
者
に
よ
り
、契

約
目
標
金
額
を
税
別
85
億
８
，０
０
０
万

円
と
す
る
実
施
設
計
完
成
の
た
め
の
基

本
協
定
を
締
結
し
、現
在
、実
施
設
計
協

議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
な
お
、参
加
事
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
た

見
積
額
に
つ
い
て
は
、評
価
項
目
の
一
つ

と
し
て
提
出
さ
れ

た
資
料
で
あ
る
。

　
見
積
額
の
評
価

点
は
、次
点
者
が
最

優
秀
者
を
２
・
１

点
上
回
っ
て
お
り
、

14
項
目
に
基
づ
く

総
合
的
な
評
価
の

結
果
、合
計
点
と

し
て
は
最
優
秀
者

が
66
・61
点
、次
点

者
が
62
・
78
点
と

な
っ
た
。

質
問

答
弁

大西　修 議員

第
７
期
大
田
市
介
護
保
険
事
業
計
画
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

影
響
等
を
問
う

介
護
と
医
療
の
連
携
は
重
要
で
あ
り
、利
用
者
や

被
保
険
者
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
検
討
し
て
い
く

介
護
と
医
療
の
連
携
は
重
要
で
あ
り
、利
用
者
や

被
保
険
者
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
検
討
し
て
い
く

　
介
護
保
険
関
連
法
の
改
正

に
よ
る
、大
田
市
の
第
７
期
介

護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
が
急
が
れ
る
。

①
高
所
得
者
の
利
用
者
負
担
の
３
割

化
、第
２
号
保
険
料
へ
の
総
報
酬
制
の

導
入
、第
１
号
保
険
料
の
ア
ッ
プ
に
よ

り
、利
用
抑
制
、介
護
離
職
者
を
招
か

な
い
よ
う
に
、善
処
さ
れ
た
次
期
計
画

を
伺
う
。

②
介
護
療
養
病
床
の
廃
止
が
今
年
度

よ
り
６
年
延
長
さ
れ
た
。市
立
病
院
は

昨
年
９
月
に
廃
止
し
た
が
、拙
速
な
対

応
で
な
か
っ
た
か
。２
０
２
５
年
対
応
、

入
所
待
機
者
、特
例
入
所
者
等
を
考
え

介
護
・
医
療
の
連
携
を
強
め
て
対
応

さ
れ
た
い
。

①
介
護
保
険
制
度
の
持
続
可
能

性
を
高
め
る
観
点
か
ら
、利
用
者

負
担
割
合
に
つ
い
て
見
直
し
を
図
っ
て
い

く
。ま
た
、第
１
号
保
険
料
に
つ
い
て
も
、で

き
る
だ
け
被
保
険
者
の
負
担
増
に
な
ら
な

い
よ
う
努
力
す
る
中
で
今
後
進
め
て
い
く
。

②
新
病
院
の
機
能
は
慢
性
期
病
棟（
介
護
医

療
院
）は
設
置
し
な
い
と
、地
域
医
療
構
想

に
明
記
し
て
い
る
。

　
他
の
医
療
施
設
等
で
受
け
入
れ
が
困
難

な
患
者
さ
ん
は
、地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
な
ど

で
受
け
入
れ
を
す
る
。

　
介
護
と
医
療
の
連
携
は
重
要
で
あ
り
、介

護
療
養
型
医
療
施
設
に
つ
い
て
は
、今
後
の

方
向

性
の

中
で

検
討
、

協
議

す
る
。

質
問

答
弁

清水　勝 議員

議
会
に
対
す
る
詳
細
な
説
明
を
求
む

よ
り
一
層
適
切
な
資
料
提
供
や
丁
寧
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　説
明
に
心
が
け
る

よ
り
一
層
適
切
な
資
料
提
供
や
丁
寧
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　説
明
に
心
が
け
る

　
邑
智
郡
と
共
同
で
行
う
次

期
可
燃
物
処
理
施
設
建
設
費

に
つ
い
て
、市
の
説
明
よ
り
新
聞
報
道

や
、邑
智
郡
の
議
員
へ
の
説
明
が
約
20

億
円
多
く
約
63
億
円
で
あ
る
。

　
大
田
市
立
病
院
建
設
の
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
で
は
、大
成
建
設
の
見
積
額
よ
り

選
ば
れ
な
か
っ
た
Ｂ
社
の
見
積
額
が
、

大
幅
に
低
い
金
額
で
あ
っ
た
こ
と
が

最
近
分
か
っ
た
。

　
し
っ
か
り
と
し
た
議
会
説
明
や
情

報
開
示
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。な
ぜ
か
。

　
議
会
と
執
行
部
は
、市
政
運
営

を
行
う
上
で
車
の
両
輪
の
関
係
に

あ
り
、互
い
の
立
場
を
尊
重
し
、常
に
建
設

的
な
議
論
を
交
わ
し
、市
政
発
展
の
た
め
に

最
善
の
努
力
を
行
う
こ
と
が
責
務
で
あ
る
。

　
こ
の
た
び
、い
く
つ
か
の
事
案
で
説
明
が

不
十
分
で
あ
る
と
ご
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。

改
め
て
、ご
指
摘
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

こ
れ
を
真
摯
に
受
け
と
め
、今
後
よ
り
一
層

適
切
な
資
料
提
供
や
丁
寧
な
説
明
に
心
が

け
る
必
要
が
あ
る
と
再
認
識
し
て
い
る
。

　
ご
指
摘
の
次
期
可
燃
物
処
理
施
設
、病
院

建
設
事
案
に
つ
い
て
は
、い
ず
れ
も
多
額
の

費
用
を
要
す
る
超
大
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
り
、市
議
会
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、市

民
の
皆
様
の
理
解
を
得
て
事
業
執
行
す
る

責
務
が
、執
行
部
に
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
、指
摘
さ
れ
た
事
案
、案
件
ご
と
に

十
分
で
な
か
っ

た
点
な
ど
を
再

整
理
し
、必
要

な
資
料
等
諸
般

の
準
備
を
進
め

て
い
る
。こ
れ

が
整
い
次
第
、

議
会
と
も
相
談

の
上
、当
該
委

員
会
等
に
お
い

て
再
度
説
明
す

る
考
え
で
あ
る
。

質
問

答
弁

河村　賢治 議員

▲久手小学校全児童による地引網（久手海岸にて）▲久手小学校全児童による地引網（久手海岸にて）

▲新大田市立病院完成予想図▲新大田市立病院完成予想図

▶
全
員
協
議
会
の
様
子

▶
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
い
る

　
様
子（
仁
摩
町
む
つ
み
苑
）



市政のここが聞きたい いっぱん質問

2017.7.20 （6）おおだ市議会だより2017.7.20（7） おおだ市議会だより

いっぱん質問

新
大
田
市
立
病
院
建
設
事
業
の

基
本
協
定
締
結
に
至
る
ま
で
の
経
過
を
詳
細
に

市政に対する一般質問は、６月１４日、１５日に行われ、８人の議員
が執行部の考えをただしました。質問と答弁の要旨は次のとお
りです。掲載する質問事項は、紙面の都合上、広報広聴委員会
で選定し、１人１議題としています。（内容は、ホームページ
（http://www.city.ohda.lg.jp/）で閲覧できます。）

14
項
目
に
及
ぶ
多
面
的
な
評
価
項
目
を
設
定
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　審
査
を
行
っ
た

14
項
目
に
及
ぶ
多
面
的
な
評
価
項
目
を
設
定
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　審
査
を
行
っ
た

　
昨
年
12
月
、大
田
市
立
病
院

特
別
委
員
会
で
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
審
査
結
果
の
報
告
が
あ
っ
た
。こ
の
中

で
詳
し
い
採
点
表
の
内
訳
が
開
示
さ
れ

な
か
っ
た
た
め
、市
内
業
者
が
情
報
公
開

請
求
を
し
、資
料
が
提
示
さ
れ
た
。　
　

　
そ
こ
で
見
積
書
が
提
出
さ
れ
て
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
評
価
で
基
本
協
定
締
結
に

至
っ
た
の
か
、ま
た
最
優
秀
者
の
金
額
と

契
約
目
標
金
額
と
は
相
当
な
開
き
が

あ
っ
た
が
、ど
の
よ
う
な
協
議
が
あ
っ
た

の
か
伺
う
。

　
審
査
委
員
会
に
お
い
て
は
、

参
加
表
明
の
あ
っ
た
２
社
に
対

し
２
回
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。各
委
員
の
専

門
的
見
地
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
質
疑
を

行
う
と
と
も
に
、各
社
か
ら
提
案
の
あ
っ

た
内
容
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
た
。採
点

の
結
果
、最
優
秀
者
に
大
成
建
設
株
式
会

社
中
国
支
店
が
選
定
さ
れ
た
。

　
選
定
後
、11
月
29
日
に
発
注
者
、設
計

者
及
び
施
工
予
定
者
の
三
者
に
よ
り
、契

約
目
標
金
額
を
税
別
85
億
８
，０
０
０
万

円
と
す
る
実
施
設
計
完
成
の
た
め
の
基

本
協
定
を
締
結
し
、現
在
、実
施
設
計
協

議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
な
お
、参
加
事
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
た

見
積
額
に
つ
い
て
は
、評
価
項
目
の
一
つ

と
し
て
提
出
さ
れ

た
資
料
で
あ
る
。

　
見
積
額
の
評
価

点
は
、次
点
者
が
最

優
秀
者
を
２
・
１

点
上
回
っ
て
お
り
、

14
項
目
に
基
づ
く

総
合
的
な
評
価
の

結
果
、合
計
点
と

し
て
は
最
優
秀
者

が
66
・61
点
、次
点

者
が
62
・
78
点
と

な
っ
た
。

質
問

答
弁

大西　修 議員

第
７
期
大
田
市
介
護
保
険
事
業
計
画
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

影
響
等
を
問
う

介
護
と
医
療
の
連
携
は
重
要
で
あ
り
、利
用
者
や

被
保
険
者
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
検
討
し
て
い
く

介
護
と
医
療
の
連
携
は
重
要
で
あ
り
、利
用
者
や

被
保
険
者
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
検
討
し
て
い
く

　
介
護
保
険
関
連
法
の
改
正

に
よ
る
、大
田
市
の
第
７
期
介

護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
が
急
が
れ
る
。

①
高
所
得
者
の
利
用
者
負
担
の
３
割

化
、第
２
号
保
険
料
へ
の
総
報
酬
制
の

導
入
、第
１
号
保
険
料
の
ア
ッ
プ
に
よ

り
、利
用
抑
制
、介
護
離
職
者
を
招
か

な
い
よ
う
に
、善
処
さ
れ
た
次
期
計
画

を
伺
う
。

②
介
護
療
養
病
床
の
廃
止
が
今
年
度

よ
り
６
年
延
長
さ
れ
た
。市
立
病
院
は

昨
年
９
月
に
廃
止
し
た
が
、拙
速
な
対

応
で
な
か
っ
た
か
。２
０
２
５
年
対
応
、

入
所
待
機
者
、特
例
入
所
者
等
を
考
え

介
護
・
医
療
の
連
携
を
強
め
て
対
応

さ
れ
た
い
。

①
介
護
保
険
制
度
の
持
続
可
能

性
を
高
め
る
観
点
か
ら
、利
用
者

負
担
割
合
に
つ
い
て
見
直
し
を
図
っ
て
い

く
。ま
た
、第
１
号
保
険
料
に
つ
い
て
も
、で

き
る
だ
け
被
保
険
者
の
負
担
増
に
な
ら
な

い
よ
う
努
力
す
る
中
で
今
後
進
め
て
い
く
。

②
新
病
院
の
機
能
は
慢
性
期
病
棟（
介
護
医

療
院
）は
設
置
し
な
い
と
、地
域
医
療
構
想

に
明
記
し
て
い
る
。

　
他
の
医
療
施
設
等
で
受
け
入
れ
が
困
難

な
患
者
さ
ん
は
、地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
な
ど

で
受
け
入
れ
を
す
る
。

　
介
護
と
医
療
の
連
携
は
重
要
で
あ
り
、介

護
療
養
型
医
療
施
設
に
つ
い
て
は
、今
後
の

方
向

性
の

中
で

検
討
、

協
議

す
る
。

質
問

答
弁

清水　勝 議員

議
会
に
対
す
る
詳
細
な
説
明
を
求
む

よ
り
一
層
適
切
な
資
料
提
供
や
丁
寧
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　説
明
に
心
が
け
る

よ
り
一
層
適
切
な
資
料
提
供
や
丁
寧
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　説
明
に
心
が
け
る

　
邑
智
郡
と
共
同
で
行
う
次

期
可
燃
物
処
理
施
設
建
設
費

に
つ
い
て
、市
の
説
明
よ
り
新
聞
報
道

や
、邑
智
郡
の
議
員
へ
の
説
明
が
約
20

億
円
多
く
約
63
億
円
で
あ
る
。

　
大
田
市
立
病
院
建
設
の
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
で
は
、大
成
建
設
の
見
積
額
よ
り

選
ば
れ
な
か
っ
た
Ｂ
社
の
見
積
額
が
、

大
幅
に
低
い
金
額
で
あ
っ
た
こ
と
が

最
近
分
か
っ
た
。

　
し
っ
か
り
と
し
た
議
会
説
明
や
情

報
開
示
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。な
ぜ
か
。

　
議
会
と
執
行
部
は
、市
政
運
営

を
行
う
上
で
車
の
両
輪
の
関
係
に

あ
り
、互
い
の
立
場
を
尊
重
し
、常
に
建
設

的
な
議
論
を
交
わ
し
、市
政
発
展
の
た
め
に

最
善
の
努
力
を
行
う
こ
と
が
責
務
で
あ
る
。

　
こ
の
た
び
、い
く
つ
か
の
事
案
で
説
明
が

不
十
分
で
あ
る
と
ご
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。

改
め
て
、ご
指
摘
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

こ
れ
を
真
摯
に
受
け
と
め
、今
後
よ
り
一
層

適
切
な
資
料
提
供
や
丁
寧
な
説
明
に
心
が

け
る
必
要
が
あ
る
と
再
認
識
し
て
い
る
。

　
ご
指
摘
の
次
期
可
燃
物
処
理
施
設
、病
院

建
設
事
案
に
つ
い
て
は
、い
ず
れ
も
多
額
の

費
用
を
要
す
る
超
大
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
り
、市
議
会
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、市

民
の
皆
様
の
理
解
を
得
て
事
業
執
行
す
る

責
務
が
、執
行
部
に
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
、指
摘
さ
れ
た
事
案
、案
件
ご
と
に

十
分
で
な
か
っ

た
点
な
ど
を
再

整
理
し
、必
要

な
資
料
等
諸
般

の
準
備
を
進
め

て
い
る
。こ
れ

が
整
い
次
第
、

議
会
と
も
相
談

の
上
、当
該
委

員
会
等
に
お
い

て
再
度
説
明
す

る
考
え
で
あ
る
。

質
問

答
弁

河村　賢治 議員

▲久手小学校全児童による地引網（久手海岸にて）▲久手小学校全児童による地引網（久手海岸にて）

▲新大田市立病院完成予想図▲新大田市立病院完成予想図

▶
全
員
協
議
会
の
様
子

▶
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
い
る

　
様
子（
仁
摩
町
む
つ
み
苑
）
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保
育
施
設
、学
校
ト
イ
レ
の
改
善
を

洋
式
ト
イ
レ
の
整
備
を
進
め
て
い
く

　
昨
年
文
部
科
学
省
の
調
査
に

よ
る
と
、全
国
の
公
立
小
中
学

校
に
あ
る
ト
イ
レ
の
便
器
は
約
１
４
０

万
基
で
、洋
式
化
率
は
43
・
３
％
に
と
ど

ま
る
。自
宅
の
洋
式
ト
イ
レ
で
育
っ
た
世

代
が
学
校
の
和
式
ト
イ
レ
に
戸
惑
い
、学

業
へ
の
影
響
や
便
秘
な
ど
の
健
康
面
の

心
配
な
ど
、洋
式
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

以
下
２
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
市
内
保
育
園
・
幼
稚
園
、学
校
施
設
の

実
態
調
査
、今
後
の
整
備
計
画
。

②
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
な
ど
の
ト
イ
レ
関

連
の
施
設
整
備
。

①
市
内
19
カ
所
の
保
育
園
の
園

児
用
ト
イ
レ
の
便
器
数
は
、合
計

で
１
１
２
基
あ
り
、そ
の
う
ち
洋
式
便
器
は

57
基
で
、全
体
の
51
％
で
あ
る
。ま
た
、幼
稚

園
、小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
便
器
数
は
、合

計
７
０
４
基
あ
り
、そ
の
う
ち
洋
式
便
器
は

１
９
４
基
で
、全
体
の
27
・
５
％
で
あ
る
。

公
立
保
育
園
で
洋
式
便
器
が
未
設
置
の
６

つ
の
施
設
に
つ
い
て
は
、各
施
設
に
お
け
る

改
修
の
優
先
順
位
に
従
っ
て
整
備
を
進
め

る
。洋
式
ト
イ
レ
の
普
及
が
進
む
中
で
、生

活
環
境
に
合
わ
せ
た
整
備
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

②
シ
ャ
ワ
ー
整
備
に
つ
い
て
は
、今
年
度
中

に
公
立
・
私
立
の
全
て
の
保
育
園
に
お
い

て
整
備
が
完
了
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、幼
児
用
の
シ
ャ
ワ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
で
あ

る
シ
ャ
ワ
ー
パ
ン
に
つ
い
て
も
、整
備
を
進

め
て
い
る
。

質
問

答
弁

石田　洋治 議員

働
き
方
改
革
と

　  

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
組
み
は

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　取
り
組
ん
で
い
く

　
政
府
は
、１
億
総
活
躍
社
会

の
実
現
に
向
け
、働
く
人
の
立

場
・
視
点
に
た
っ
て「
働
き
方
改
革
」を

進
め
、日
本
経
済
の
成
長
と
労
働
力
不

足
の
解
消
、多
様
な
価
値
観
を
も
っ
て

豊
か
で
幸
せ
な
人
生
を
送
る
こ
と
を
目

指
し
、政
労
使
一
体
と
な
っ
て
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
る
。地
方
自
治
体
と
し
て
の
対
応

方
を
伺
う
。

　「
働
き
方
改
革
」を
実
現
す
る
上

で
、「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
推
進
」は
、市
の
重
要
施
策
に
も
位
置
付

け「
健
康
ま
ち
づ
く
り
」の
考
え
方
や
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
位
置
付

け
等
か
ら
、市
と
し
て
、重
要
な
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
国
に
お
い
て
、「
働
き
方
改
革
実
現
会
議
」

を
開
催
し
、「
長
時
間
労
働
の
是
正
」や「
柔

軟
な
働
き
方
が
し
や
す
い
環
境
整
備
」な
ど

を
盛
り
込
ん
だ「
働
き
方
改
革
実
行
計
画
」

を
本
年
３
月
に
ま
と
め
ら
れ
た
。ま
た
６
月

に
は
、国
の「
労
働
政
策
審
議
会
」が
、残
業

時
間
の
上
限
規
制
を
盛
り
込
ん
だ
労
働
基

準
法
等
の
改
正
を「
適
当
」と
す
る
報
告
を

厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
。今
秋
の
臨
時
国
会

に
改
正
案
が
提
出
さ
れ
る
。

　
市
と
し
て
、こ
う
し
た
国
の
動
向
を
見
据

え
な
が
ら
、

働
き
方
改
革

実
行
計
画
の

実
現
に
向
け
、

関
係
機
関
と

連
携
し
、事

業
者
に
周
知

を
図
り
、働

き
や
す
い
環

境
づ
く
り
の

実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん

で
い
く
。

質
問

答
弁

三浦　靖 議員

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用
の
現
状
を
問
う

地
域
で
の
研
修
会
に
出
向
き
、啓
発
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　周
知
に
努
め
て
い
る

　
大
田
市
地
域
防
災
計
画
に

つ
い
て
、次
の
３
点
を
伺
う
。

①
昨
年
３
月
に
配
布
さ
れ
た
防
災
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う

に
各
地
区
へ
の
周
知
を
図
っ
て
き
た

の
か
。

②
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
表
示
が

あ
る
災
害
時
要
配
慮
者
施
設
の
定
義
。

③
備
蓄
物
資
の
保
管
を
地
域
内
で
行

う
施
設
が
な
か
っ
た
三
瓶
ブ
ロ
ッ
ク

の
現
在
の
備
蓄
体
制
。

①
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）を
反
映
し
た

防
災
マ
ッ
プ
を
平
成
28
年
３
月
に
全
戸
配

布
し
、地
域
で
の
研
修
会
に
出
向
き
啓
発
、

周
知
に
努
め
て
い
る
。今
年
度
は
併
せ
て

レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
区
域
で
の
住
民
説
明
会
を

開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

②
高
齢
者
、障
が
い
者
施
設
、保
育
園
な
ど

の
社
会
福
祉
施
設
や
、入
院
施
設
の
あ
る
医

療
施
設
、幼
稚
園
が
対
象
で
、市
内
に
は
１

０
５
施
設
が
あ
る
。　

　
マ
ッ
プ
に
は
浸
水
害
や
土
砂
災
害
の
想

定
区
域
内
に
あ
る
施
設
に
は
、特
に
注
意
を

促
す
た
め
に
マ
ー
ク
表
示
し
て
い
る
。

③
冬
季
の
積
雪
、道
路
事
情
を
考
慮
し
、平

成
26
年
か
ら
池
田
小
体
育
館
、平
成
27
年
か

ら
北
三
瓶
小
中
体
育
館
に
備
蓄
し
て
い
る
。

市
内
の
備
蓄
状
況
は
、食
料
・
水
で
１
０

０
％
、毛
布
で
30
％
で
あ
る
。昨
年
よ
り
幼

児
の
食
料
、車
椅
子
用
簡
易
ト
イ
レ
の
テ
ン

ト
の
備
蓄
を
始
め
て
お
り
、今
後
も
災
害
弱

者
の
物
資
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

質
問

答
弁

森山　明弘 議員

駅
通
り
商
店
街
の
取
り
組
み
と

                           

今
後
の
対
策
は

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　策
定
過
程
で
検
討
す
る

　
平
成
27
年
５
月
に
パ
ル
が
自

己
破
産
し
て
、２
年
余
が
経
過

し
た
。こ
の
間
地
元
を
は
じ
め
、商
工
会

議
所
な
ど
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
い
ろ
い

ろ
と
努
力
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る

が
、変
化
が
な
い
ま
ま
で
あ
る
。駅
通
り

商
店
街
は
、シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
で
あ
る
。

駅
前
は
、市
の
顔
で
あ
る
と
と
も
に
、何

よ
り
も
住
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
す
べ
き
で
あ
る
。一
日
も
早
い
対
策

が
求
め
ら
れ
る
。こ
の
間
の
取
り
組
み
と

今
後
の
対
策
を
伺
う
。

　
昨
年
５
月
に
大
田
商
工
会
議

所
等
が
中
心
に
な
り
、中
心
市
街

地
活
性
化
協
議
会
の
準
備
会
を
立
ち
上
げ
、

協
議
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、新
た
な
小
売

店
舗
の
誘
致
に
向
け
、精
力
的
に
取
り
組
ま

れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、結
果
と
し

て
誘
致
実
現
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
現
在
、市
に
お
い
て
は
、旧
駅
前
共
同
店

舗
の
跡
地
利
用
も
含
め
、大
田
市
駅
周
辺
の

再
生
に
向
け
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
念

頭
に
、国
か
ら
財
政
的
な
支
援
が
受
け
ら
れ

る
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
策
定

に
向
け
、大
田
商
工
会
議
所
等
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
こ
の
計
画
の
前
段
階
と
し
て
基
礎
調
査

を
予
定
し
て
お
り
、計
画
策
定
の
過
程
に
お

い
て
、
旧

駅
前
共
同

店
舗
の
跡

地
利
用
や

商
店
街
の

活
性
化
に

向
け
た
、 

具
体
的
な

取
り
組
み

に
つ
い
て
、

検
討
し
て

い
く
。

質
問

答
弁

福田　佳代子 議員

▲

大
田
市
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

▶
市
役
所 ▲サンチャイルド長久さわらび園の洋式便器

▲廃業したパル
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保
育
施
設
、学
校
ト
イ
レ
の
改
善
を

洋
式
ト
イ
レ
の
整
備
を
進
め
て
い
く

　
昨
年
文
部
科
学
省
の
調
査
に

よ
る
と
、全
国
の
公
立
小
中
学

校
に
あ
る
ト
イ
レ
の
便
器
は
約
１
４
０

万
基
で
、洋
式
化
率
は
43
・
３
％
に
と
ど

ま
る
。自
宅
の
洋
式
ト
イ
レ
で
育
っ
た
世

代
が
学
校
の
和
式
ト
イ
レ
に
戸
惑
い
、学

業
へ
の
影
響
や
便
秘
な
ど
の
健
康
面
の

心
配
な
ど
、洋
式
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

以
下
２
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
市
内
保
育
園
・
幼
稚
園
、学
校
施
設
の

実
態
調
査
、今
後
の
整
備
計
画
。

②
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
な
ど
の
ト
イ
レ
関

連
の
施
設
整
備
。

①
市
内
19
カ
所
の
保
育
園
の
園

児
用
ト
イ
レ
の
便
器
数
は
、合
計

で
１
１
２
基
あ
り
、そ
の
う
ち
洋
式
便
器
は

57
基
で
、全
体
の
51
％
で
あ
る
。ま
た
、幼
稚

園
、小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
便
器
数
は
、合

計
７
０
４
基
あ
り
、そ
の
う
ち
洋
式
便
器
は

１
９
４
基
で
、全
体
の
27
・
５
％
で
あ
る
。

公
立
保
育
園
で
洋
式
便
器
が
未
設
置
の
６

つ
の
施
設
に
つ
い
て
は
、各
施
設
に
お
け
る

改
修
の
優
先
順
位
に
従
っ
て
整
備
を
進
め

る
。洋
式
ト
イ
レ
の
普
及
が
進
む
中
で
、生

活
環
境
に
合
わ
せ
た
整
備
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

②
シ
ャ
ワ
ー
整
備
に
つ
い
て
は
、今
年
度
中

に
公
立
・
私
立
の
全
て
の
保
育
園
に
お
い

て
整
備
が
完
了
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、幼
児
用
の
シ
ャ
ワ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
で
あ

る
シ
ャ
ワ
ー
パ
ン
に
つ
い
て
も
、整
備
を
進

め
て
い
る
。

質
問

答
弁

石田　洋治 議員

働
き
方
改
革
と

　  

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
組
み
は

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　取
り
組
ん
で
い
く

　
政
府
は
、１
億
総
活
躍
社
会

の
実
現
に
向
け
、働
く
人
の
立

場
・
視
点
に
た
っ
て「
働
き
方
改
革
」を

進
め
、日
本
経
済
の
成
長
と
労
働
力
不

足
の
解
消
、多
様
な
価
値
観
を
も
っ
て

豊
か
で
幸
せ
な
人
生
を
送
る
こ
と
を
目

指
し
、政
労
使
一
体
と
な
っ
て
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
る
。地
方
自
治
体
と
し
て
の
対
応

方
を
伺
う
。

　「
働
き
方
改
革
」を
実
現
す
る
上

で
、「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
推
進
」は
、市
の
重
要
施
策
に
も
位
置
付

け「
健
康
ま
ち
づ
く
り
」の
考
え
方
や
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
位
置
付

け
等
か
ら
、市
と
し
て
、重
要
な
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
国
に
お
い
て
、「
働
き
方
改
革
実
現
会
議
」

を
開
催
し
、「
長
時
間
労
働
の
是
正
」や「
柔

軟
な
働
き
方
が
し
や
す
い
環
境
整
備
」な
ど

を
盛
り
込
ん
だ「
働
き
方
改
革
実
行
計
画
」

を
本
年
３
月
に
ま
と
め
ら
れ
た
。ま
た
６
月

に
は
、国
の「
労
働
政
策
審
議
会
」が
、残
業

時
間
の
上
限
規
制
を
盛
り
込
ん
だ
労
働
基

準
法
等
の
改
正
を「
適
当
」と
す
る
報
告
を

厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
。今
秋
の
臨
時
国
会

に
改
正
案
が
提
出
さ
れ
る
。

　
市
と
し
て
、こ
う
し
た
国
の
動
向
を
見
据

え
な
が
ら
、

働
き
方
改
革

実
行
計
画
の

実
現
に
向
け
、

関
係
機
関
と

連
携
し
、事

業
者
に
周
知

を
図
り
、働

き
や
す
い
環

境
づ
く
り
の

実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん

で
い
く
。

質
問

答
弁

三浦　靖 議員

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用
の
現
状
を
問
う

地
域
で
の
研
修
会
に
出
向
き
、啓
発
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　周
知
に
努
め
て
い
る

　
大
田
市
地
域
防
災
計
画
に

つ
い
て
、次
の
３
点
を
伺
う
。

①
昨
年
３
月
に
配
布
さ
れ
た
防
災
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う

に
各
地
区
へ
の
周
知
を
図
っ
て
き
た

の
か
。

②
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
表
示
が

あ
る
災
害
時
要
配
慮
者
施
設
の
定
義
。

③
備
蓄
物
資
の
保
管
を
地
域
内
で
行

う
施
設
が
な
か
っ
た
三
瓶
ブ
ロ
ッ
ク

の
現
在
の
備
蓄
体
制
。

①
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）を
反
映
し
た

防
災
マ
ッ
プ
を
平
成
28
年
３
月
に
全
戸
配

布
し
、地
域
で
の
研
修
会
に
出
向
き
啓
発
、

周
知
に
努
め
て
い
る
。今
年
度
は
併
せ
て

レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
区
域
で
の
住
民
説
明
会
を

開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

②
高
齢
者
、障
が
い
者
施
設
、保
育
園
な
ど

の
社
会
福
祉
施
設
や
、入
院
施
設
の
あ
る
医

療
施
設
、幼
稚
園
が
対
象
で
、市
内
に
は
１

０
５
施
設
が
あ
る
。　

　
マ
ッ
プ
に
は
浸
水
害
や
土
砂
災
害
の
想

定
区
域
内
に
あ
る
施
設
に
は
、特
に
注
意
を

促
す
た
め
に
マ
ー
ク
表
示
し
て
い
る
。

③
冬
季
の
積
雪
、道
路
事
情
を
考
慮
し
、平

成
26
年
か
ら
池
田
小
体
育
館
、平
成
27
年
か

ら
北
三
瓶
小
中
体
育
館
に
備
蓄
し
て
い
る
。

市
内
の
備
蓄
状
況
は
、食
料
・
水
で
１
０

０
％
、毛
布
で
30
％
で
あ
る
。昨
年
よ
り
幼

児
の
食
料
、車
椅
子
用
簡
易
ト
イ
レ
の
テ
ン

ト
の
備
蓄
を
始
め
て
お
り
、今
後
も
災
害
弱

者
の
物
資
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

質
問

答
弁

森山　明弘 議員

駅
通
り
商
店
街
の
取
り
組
み
と

                           

今
後
の
対
策
は

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　策
定
過
程
で
検
討
す
る

　
平
成
27
年
５
月
に
パ
ル
が
自

己
破
産
し
て
、２
年
余
が
経
過

し
た
。こ
の
間
地
元
を
は
じ
め
、商
工
会

議
所
な
ど
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
い
ろ
い

ろ
と
努
力
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る

が
、変
化
が
な
い
ま
ま
で
あ
る
。駅
通
り

商
店
街
は
、シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
で
あ
る
。

駅
前
は
、市
の
顔
で
あ
る
と
と
も
に
、何

よ
り
も
住
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
す
べ
き
で
あ
る
。一
日
も
早
い
対
策

が
求
め
ら
れ
る
。こ
の
間
の
取
り
組
み
と

今
後
の
対
策
を
伺
う
。

　
昨
年
５
月
に
大
田
商
工
会
議

所
等
が
中
心
に
な
り
、中
心
市
街

地
活
性
化
協
議
会
の
準
備
会
を
立
ち
上
げ
、

協
議
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、新
た
な
小
売

店
舗
の
誘
致
に
向
け
、精
力
的
に
取
り
組
ま

れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、結
果
と
し

て
誘
致
実
現
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
現
在
、市
に
お
い
て
は
、旧
駅
前
共
同
店

舗
の
跡
地
利
用
も
含
め
、大
田
市
駅
周
辺
の

再
生
に
向
け
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
念

頭
に
、国
か
ら
財
政
的
な
支
援
が
受
け
ら
れ

る
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
策
定

に
向
け
、大
田
商
工
会
議
所
等
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
こ
の
計
画
の
前
段
階
と
し
て
基
礎
調
査

を
予
定
し
て
お
り
、計
画
策
定
の
過
程
に
お

い
て
、
旧

駅
前
共
同

店
舗
の
跡

地
利
用
や

商
店
街
の

活
性
化
に

向
け
た
、 

具
体
的
な

取
り
組
み

に
つ
い
て
、

検
討
し
て

い
く
。

質
問

答
弁

福田　佳代子 議員

▲

大
田
市
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

▶
市
役
所 ▲サンチャイルド長久さわらび園の洋式便器

▲廃業したパル



市政のここが聞きたい いっぱん質問

2017.7.20 （10）おおだ市議会だより2017.7.20（11）おおだ市議会だより

問

問 答

答

問問 答

松村　信之 委員長

多
様
で
豊
か
な
体
験
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　確
か
な
学
力
の
育
成
を

長
期
宿
泊
体
験
活
動
を
目
標
に
進
め
て
い
く

　
多
様
で
豊
か
な
体
験
に
よ
る

確
か
な
学
力
に
つ
い
て
、学
力

だ
け
で
は
な
く
、体
験
に
基
づ
い
た
総
合

的
な
学
力
を
育
成
す
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
が
、体
験
活
動
の
拡
大
を
図
る
考

え
は
な
い
か
伺
う
。

　
ま
た
、教
育
魅
力
化
の
中
で
、地
元
の

生
徒
が
市
内
の
県
立
高
等
学
校
に
進
学

し
て
も
ら
う
よ
う
に
、中
学
生
が
通
う
公

営
学
習
塾
の
設
置
を
提
案
す
る
が
、所
見

を
伺
う
。　

体
験
活
動
は
、課
題
解
決
に
必

要
な
思
考
力
、判
断
力
、表
現
力

を
身
に
つ
け
、共
同
し
て
学
ぶ
力
や
人
間
関

係
を
築
く
力
を
育
む
上
で
、よ
り
教
育
的
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
小
学
校
で
の
３
泊
４
日
以
上
の
長
期
宿

泊
体
験
活
動
を
目
標
に
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。具
体
的
に
は
、従
来
１
泊

２
日
が
主
流
と
な
っ
て
い
た
実
施
期
間
を
、

ま
ず
は
、２
泊
３
日
と
す
る
。カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、国
立
三
瓶
青
少
年

交
流
の
家
、三
瓶
自
然
館
サ
ヒ
メ
ル
や
山
村

留
学
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
協
議
を
し
て
い

る
。

　
公
営
学
習
塾
に
つ
い
て
は
、貴
重
な
提
言

と
し
て
受
け
と
め
、大
田
市
内
県
立
高
等
学

校
支
援
連
携
協
議
会
の
枠
組
み
の
中
で
、両

校
並
び
に
地
域
の
皆
様
方
と
と
も
に
検
討

を
進
め
て
い
く
。

質
問

答
弁

森山　幸太 議員

市
民
へ
の
周
知
期
間
を

　
　
　十
分
と
り
ス
タ
ー
ト
を

　
５
月
30
日
に
第
８
回
委
員
会
を
開
催
。

協
議
内
容
は「
大
田
市
使
用
料
及
び
手
数
料

の
見
直
し
に
関
す
る
基
本
方
針
」に
つ
い
て

で
あ
る
。
執
行
部
よ
り
説
明
を
受
け
た
後
、

委
員
か
ら
出
さ
れ
た
主
な
意
見
と
そ
れ
に

対
す
る
執
行
部
の
回
答
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

今
ま
で
は
ど
う
い
う
観
点
で
使
用
料
及
び

手
数
料
に
つ
い
て
設
定
さ
れ
て
い
た
の
か
。

使
用
料
等
に
つ
い
て
は
、
市
町
合
併
時

に
一
部
を
除
い
て
旧
市
町
の
料
金
を
そ
の
ま

ま
引
き
継
い
で
い
る
。

施
設
の
使
用
料
と
利
用
率
、
ト
ー
タ
ル

バ
ラ
ン
ス
は
ど
う
な
の
か
。

　使
用
料
を
上
げ
る
こ
と
で
利
用
さ
れ
な

く
な
り
、
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
繋

が
る
の
で
は
な
い
か
。

今
回
の
見
直
し
は
、
値
上
げ
前
提
で
は

な
く
、
こ
れ
ま
で
に
算
定
の
基
礎
が
不
明

確
、
施
設
間
で
の
料
金
格
差
、
未
徴
収
施

設
が
あ
る
な
ど
、
市
民
に
と
っ
て
公
平
・
公

正
で
わ
か
り
や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い
な
い

た
め
、
適
正
な
使
用
料
を
算
定
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
併
せ
て
、
１
時
間
当
た
り
の
単
価
と
す
る

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
よ
り
は
、
利
用
し
や
す

く
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

公
共
的
な
施
設
を
建
設
す
る
の
は
、
住

民
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
が
目
的

の
一
つ
で
あ
る
の
で
、
施
設
の
減
価
償
却
的

な
費
用
は
使
用
料
及
び
手
数
料
に
組
み
入

れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
は
。

今
回
の
見
直
し
で
は
、
積
算
基
準
と
し

て
原
価
算
定
方
式
を
新
た
に
導
入
し
、
そ

の
中
で
は
、
建
物
の
減
価
償
却
費
を
算
入

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
建
物
に
つ
い
て
は
、

年
数
の
経
過
に
よ
り
資
産
価
値
が
減
少
し
、

ま
た
、
世
代
間
の
負
担
の
公
平
性
の
観
点

か
ら
減
価
償
却
費
を
算
入
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。現

在
、
策
定
を
進
め
て
い
る
公
共
施
設 

総
合
管
理
計
画
と
、
ど
う
整
合
性
を
と
る

の
か
。

行
財
政
改
革
特
別
委
員
長

　
　 

　
　
　
　
　 中
間
報
告

今
年
度
中
に
総
合
管
理
計
画
を
策
定
予

定
で
あ
る
の
で
、
し
っ
か
り
整
合
性
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

設
定
料
金
に
つ
い
て
は
、
新
旧
の
料
金

比
較
表
が
わ
か
り
づ
ら
い
。
使
用
料
及
び

手
数
料
は
住
民
か
ら
す
れ
ば
高
く
な
る
と

思
う
が
、
上
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
理
由

は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

　ま
た
、
市
民
が
利
用
す
る
場
合
や
企
業

が
利
用
す
る
場
合
の
設
定
基
準
・
設
定
根

拠
は
ど
う
か
。

あ
く
ま
で
も
今
回
の
見
直
し
方
針
は
、

値
上
げ
を
前
提
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
適

切
な
使
用
料
の
根
拠
を
用
い
る
こ
と
で
、
公

平
公
正
な
使
用
料
金
を
算
定
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
ま
た
、
目
的
外
利
用
や
営
利
目
的
に
お

い
て
は
、
適
切
な
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

十
分
議
論
す
る
中
で
詰
め
た
結
果
、
市

民
の
み
な
さ
ん
に
も
周
知
期
間
を
十
分
と

り
、
ス
タ
ー
ト
す
る
べ
き
だ
。

方
針
に
基
づ
い
て
算
出
し
た
新
料
金
に

つ
い
て
は
、
今
回
、
新
た
に
減
免
基
準
を
統

一
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
併
せ
て
、
施

設
の
利
用
者
団
体
や
利
用
者
へ
の
十
分
な
説

明
を
す
る
中
で
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
。

答問

答問答

▲体験学習による三瓶登山の様子

　
６
月
24
日（
土
）、ホ
テ
ル
大
阪
ベ

イ
タ
ワ
ー（
大
阪
市
）に
お
い
て
、関

西
に
お
住
ま
い
の
大
田
市
出
身
者

が
集
う
、近
畿
大
田
市
人
会「
集
い

の
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。２
１
５

人
余
の
皆
様
が
参
加
さ
れ
、盛
大
な

催
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
大
田
市
か
ら
は
、竹
腰

市
長
、市
議
会
正
副
議
長
を
は
じ
め
、

商
工
会
議
所
、観
光
協
会
な
ど
各
種

団
体
の
代
表
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、29
年
度
新
会
長
に
、大

代
町
出
身
の
田
中
公
道
氏
が
就
任
さ

れ
ま
し
た
。田
中
氏
は
80
歳
に
し
て

現
役
の
オ
ペ
ラ
歌
手
で
あ
り
、大
田
市

に
お
い
て
も
リ
サ
イ
タ
ル
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、毎
年
、市

内
の
神
楽
社
中
が
招
待
さ
れ
、演
目

を
披
露
し
ま
す
。今
年
は
、土
江
子
供

神
楽
団
が
、大
蛇
な
ど
二
演
目
を
披

露
し
、会
場
に
お
集
ま
り
の
皆
さ
ん

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の

他
、大
田
市
の
物
産
展
も
開
催
さ
れ
、

懐
か
し
い
地
元
物
産
を
買
い
求
め
る

皆
さ
ん
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

内藤芳秀議長　祝辞
▼昨年の事務事業評価の様子
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問

問 答

答

問問 答

松村　信之 委員長

多
様
で
豊
か
な
体
験
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　確
か
な
学
力
の
育
成
を

長
期
宿
泊
体
験
活
動
を
目
標
に
進
め
て
い
く

　
多
様
で
豊
か
な
体
験
に
よ
る

確
か
な
学
力
に
つ
い
て
、学
力

だ
け
で
は
な
く
、体
験
に
基
づ
い
た
総
合

的
な
学
力
を
育
成
す
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
が
、体
験
活
動
の
拡
大
を
図
る
考

え
は
な
い
か
伺
う
。

　
ま
た
、教
育
魅
力
化
の
中
で
、地
元
の

生
徒
が
市
内
の
県
立
高
等
学
校
に
進
学

し
て
も
ら
う
よ
う
に
、中
学
生
が
通
う
公

営
学
習
塾
の
設
置
を
提
案
す
る
が
、所
見

を
伺
う
。　

体
験
活
動
は
、課
題
解
決
に
必

要
な
思
考
力
、判
断
力
、表
現
力

を
身
に
つ
け
、共
同
し
て
学
ぶ
力
や
人
間
関

係
を
築
く
力
を
育
む
上
で
、よ
り
教
育
的
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
小
学
校
で
の
３
泊
４
日
以
上
の
長
期
宿

泊
体
験
活
動
を
目
標
に
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。具
体
的
に
は
、従
来
１
泊

２
日
が
主
流
と
な
っ
て
い
た
実
施
期
間
を
、

ま
ず
は
、２
泊
３
日
と
す
る
。カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、国
立
三
瓶
青
少
年

交
流
の
家
、三
瓶
自
然
館
サ
ヒ
メ
ル
や
山
村

留
学
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
協
議
を
し
て
い

る
。

　
公
営
学
習
塾
に
つ
い
て
は
、貴
重
な
提
言

と
し
て
受
け
と
め
、大
田
市
内
県
立
高
等
学

校
支
援
連
携
協
議
会
の
枠
組
み
の
中
で
、両

校
並
び
に
地
域
の
皆
様
方
と
と
も
に
検
討

を
進
め
て
い
く
。

質
問

答
弁

森山　幸太 議員

市
民
へ
の
周
知
期
間
を

　
　
　十
分
と
り
ス
タ
ー
ト
を

　
５
月
30
日
に
第
８
回
委
員
会
を
開
催
。

協
議
内
容
は「
大
田
市
使
用
料
及
び
手
数
料

の
見
直
し
に
関
す
る
基
本
方
針
」に
つ
い
て

で
あ
る
。
執
行
部
よ
り
説
明
を
受
け
た
後
、

委
員
か
ら
出
さ
れ
た
主
な
意
見
と
そ
れ
に

対
す
る
執
行
部
の
回
答
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

今
ま
で
は
ど
う
い
う
観
点
で
使
用
料
及
び

手
数
料
に
つ
い
て
設
定
さ
れ
て
い
た
の
か
。

使
用
料
等
に
つ
い
て
は
、
市
町
合
併
時

に
一
部
を
除
い
て
旧
市
町
の
料
金
を
そ
の
ま

ま
引
き
継
い
で
い
る
。

施
設
の
使
用
料
と
利
用
率
、
ト
ー
タ
ル

バ
ラ
ン
ス
は
ど
う
な
の
か
。

　使
用
料
を
上
げ
る
こ
と
で
利
用
さ
れ
な

く
な
り
、
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
繋

が
る
の
で
は
な
い
か
。

今
回
の
見
直
し
は
、
値
上
げ
前
提
で
は

な
く
、
こ
れ
ま
で
に
算
定
の
基
礎
が
不
明

確
、
施
設
間
で
の
料
金
格
差
、
未
徴
収
施

設
が
あ
る
な
ど
、
市
民
に
と
っ
て
公
平
・
公

正
で
わ
か
り
や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い
な
い

た
め
、
適
正
な
使
用
料
を
算
定
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
併
せ
て
、
１
時
間
当
た
り
の
単
価
と
す
る

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
よ
り
は
、
利
用
し
や
す

く
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

公
共
的
な
施
設
を
建
設
す
る
の
は
、
住

民
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
が
目
的

の
一
つ
で
あ
る
の
で
、
施
設
の
減
価
償
却
的

な
費
用
は
使
用
料
及
び
手
数
料
に
組
み
入

れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
は
。

今
回
の
見
直
し
で
は
、
積
算
基
準
と
し

て
原
価
算
定
方
式
を
新
た
に
導
入
し
、
そ

の
中
で
は
、
建
物
の
減
価
償
却
費
を
算
入

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
建
物
に
つ
い
て
は
、

年
数
の
経
過
に
よ
り
資
産
価
値
が
減
少
し
、

ま
た
、
世
代
間
の
負
担
の
公
平
性
の
観
点

か
ら
減
価
償
却
費
を
算
入
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。現

在
、
策
定
を
進
め
て
い
る
公
共
施
設 

総
合
管
理
計
画
と
、
ど
う
整
合
性
を
と
る

の
か
。

行
財
政
改
革
特
別
委
員
長

　
　 
　
　
　
　
　 中
間
報
告

今
年
度
中
に
総
合
管
理
計
画
を
策
定
予

定
で
あ
る
の
で
、
し
っ
か
り
整
合
性
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

設
定
料
金
に
つ
い
て
は
、
新
旧
の
料
金

比
較
表
が
わ
か
り
づ
ら
い
。
使
用
料
及
び

手
数
料
は
住
民
か
ら
す
れ
ば
高
く
な
る
と

思
う
が
、
上
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
理
由

は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

　ま
た
、
市
民
が
利
用
す
る
場
合
や
企
業

が
利
用
す
る
場
合
の
設
定
基
準
・
設
定
根

拠
は
ど
う
か
。

あ
く
ま
で
も
今
回
の
見
直
し
方
針
は
、

値
上
げ
を
前
提
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
適

切
な
使
用
料
の
根
拠
を
用
い
る
こ
と
で
、
公

平
公
正
な
使
用
料
金
を
算
定
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
ま
た
、
目
的
外
利
用
や
営
利
目
的
に
お

い
て
は
、
適
切
な
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

十
分
議
論
す
る
中
で
詰
め
た
結
果
、
市

民
の
み
な
さ
ん
に
も
周
知
期
間
を
十
分
と

り
、
ス
タ
ー
ト
す
る
べ
き
だ
。

方
針
に
基
づ
い
て
算
出
し
た
新
料
金
に

つ
い
て
は
、
今
回
、
新
た
に
減
免
基
準
を
統

一
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
併
せ
て
、
施

設
の
利
用
者
団
体
や
利
用
者
へ
の
十
分
な
説

明
を
す
る
中
で
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
。

答問

答問答

▲体験学習による三瓶登山の様子

　
６
月
24
日（
土
）、ホ
テ
ル
大
阪
ベ

イ
タ
ワ
ー（
大
阪
市
）に
お
い
て
、関

西
に
お
住
ま
い
の
大
田
市
出
身
者

が
集
う
、近
畿
大
田
市
人
会「
集
い

の
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。２
１
５

人
余
の
皆
様
が
参
加
さ
れ
、盛
大
な

催
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
大
田
市
か
ら
は
、竹
腰

市
長
、市
議
会
正
副
議
長
を
は
じ
め
、

商
工
会
議
所
、観
光
協
会
な
ど
各
種

団
体
の
代
表
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、29
年
度
新
会
長
に
、大

代
町
出
身
の
田
中
公
道
氏
が
就
任
さ

れ
ま
し
た
。田
中
氏
は
80
歳
に
し
て

現
役
の
オ
ペ
ラ
歌
手
で
あ
り
、大
田
市

に
お
い
て
も
リ
サ
イ
タ
ル
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、毎
年
、市

内
の
神
楽
社
中
が
招
待
さ
れ
、演
目

を
披
露
し
ま
す
。今
年
は
、土
江
子
供

神
楽
団
が
、大
蛇
な
ど
二
演
目
を
披

露
し
、会
場
に
お
集
ま
り
の
皆
さ
ん

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の

他
、大
田
市
の
物
産
展
も
開
催
さ
れ
、

懐
か
し
い
地
元
物
産
を
買
い
求
め
る

皆
さ
ん
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

内藤芳秀議長　祝辞
▼昨年の事務事業評価の様子
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▶
北
三
瓶
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
様
子

１
．実
施
状
況

２
．ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

▲ランチルームでの給食

中 央 ブ ロ ッ ク
東 部 ブ ロ ッ ク
西 部 ブ ロ ッ ク
三 瓶 ブ ロ ッ ク
高 山 ブ ロ ッ ク
温泉津ブロック
仁 摩 ブ ロ ッ ク

　6人
　13人
　１4人

　　8人
　9人

　17人
　　４人

71人

13：30～15：10
18：00～19：40
18：00～20：15
18：00～19：45
13：30～15：20
13：30～15：15
13：30～14：45

川合まちづくりセンター
富山まちづくりセンター
長久まちづくりセンター

北三瓶まちづくりセンター
大森まちづくりセンター
湯里まちづくりセンター
宅野まちづくりセンター

ブロック 開催時間 開催場所 参加者数

回
答
者
の
内
訳

《
性
　
別
》 男
性 

52
人

 

女
性 

10
人

 

未
記
入 

１
人

《
年
代
別
》 30
代 

２
人

 

40
代 

４
人

 

50
代 

６
人

 

60
代 

32
人

 

70
代 

13
人

 

80
代
〜 

５
人

 

未
記
入 

１
人

◆
銀
山
テ
レ
ビ
の
議
会
中
継
を
ご
覧
に

な
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

・あ
る …

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

48
人

・な
い …

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

15
人

・そ
の
他 …

…
…

…
…

…
…

…
…

…

０
人

■
議
会
の
中
継
録
画
を
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
場
合
、ご

覧
に
な
ら
れ
ま
す
か
。

・見
る …

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

20
人

・見
な
い …

…
…

…
…

…
…

…
…

…

28
人

・そ
の
他 …

…
…

…
…

…
…

…
…

…

４
人

■
市
議
会
の
情
報
を
ど
ん
な
手
段
で
得
て

い
ま
す
か
？               

（
複
数
回
答
）

・議
会
傍
聴 …

…
…

…
…

…
…

…
…

２
人

・議
会
だ
よ
り 

…
…

…
…

…
…

…
…

53
人

・ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ 

…
…

…
…

…
…

26
人

・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ …

…
…

…
…

…
…

…

４
人

・そ
の
他 

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

０
人

■
報
告
会
へ
の
参
加
の
き
っ
か
け
は
？

（
複
数
回
答
）

・議
会
だ
よ
り 

…
…

…
…

…
…

…
…

26
人

・ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ 

…
…

…
…

…
…

10
人

・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ …

…
…

…
…

…
…

…

０
人

・議
員
か
ら
の
案
内   …

…
…

…
…

…

18
人

・そ
の
他 

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

14
人

議会運営委員会研修報告　～議会運営の理論と実務を学びました

石見銀山遺跡世界遺産登録記念日給食にかかる学校訪問

　
５
月
16
日（
火
）京
都
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
、廣
瀬
和
彦
氏（
地
方
議
会
総
合
研
修
所
代
表
）

が
講
師
を
務
め
る
地
方
議
員
セ
ミ
ナ
ー「
議
会
運

営
の
理
論
と
実
務
」に
、議
会
運
営
委
員
会
の
委
員

７
名
と
、正
副
議
長
の
計
９
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
地
方
議
員
は
、住
民
の
負
託
を
受
け
た
議
員
で

あ
り
、資
質
向
上
と
政
策
立
案
に
資
す
る
た
め
の

最
適
な
研
修
内
容
と
考
え
受
講
し
ま
し
た
。

　
研
修
内
容
は
、以
下
の
10
項
目
で
し
た
。　

①
議
会
事
務
局
職
員
と
し
て
議
員
に
対
す
る
心
構

え
　
②
本
会
議
運
営
の
理
論
と
実
務
　
③
委
員
会

運
営
の
理
論
と
実
務
　
④
協
議
会
　
⑤
公
聴
会
・

参
考
人
　
⑥
再
議
　
⑦
専
決
処
分
　
⑧
長
に
対
す

る
不
信
任
決
議
　
⑨
意
見
書
・
請
願
・
陳
情
　
⑩

懲
罰
・
資
格
決
定

　
全
国
の
市
議
会

を
調
査
さ
れ
た
事

例
を
参
考
に
説
明

さ
れ
、ま
た
、条
例

に
即
し
、示
唆
に

富
ん
だ
講
座
で
し

た
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ

ー
は
早
朝
か
ら
夕

方
ま
で
の
長
時
間

で
し
た
が
、
真
摯

な
姿
勢
で
熱
心
に

受
講
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
議
会
運

営
に
寄
与
す
る
こ

と
を
念
じ
報
告
と

し
ま
す
。

らとちゃんの笑顔いっぱい、
さざえごはん

モ～（牛）っと食べたい！
じゅうねん炒め

うめ～ぇのは和え・　　・・

ふるさとみりょく発掘汁

心踊る
天ぷらまんじゅう

～総務教育委員会が静間小学校へ～

議会報告会を開催しました！議会報告会を開催しました！
　大田市議会では今年度も、5月20日（土）に市内7ヵ所で議会報告会を開催しました。
報告会では、３月市議会定例会での当初予算や「道の駅」「新病院建設」等について報告
し、お出かけいただいた市民のみなさんからたくさんのご意見をいただきました。
本号では、その概要をお知らせします。

　
７
月
３
日（
月
）石
見
銀
山
遺
跡
世

界
遺
産
登
録
記
念
日
給
食
に
か
か
る

学
校
訪
問
で
、総
務
教
育
委
員
会
の
委

員
６
名
が
静
間
小
学
校
を
訪
問
し
ま
し

た
。今
年
度
で
10
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
静
間
小
学
校
は
、一
ク
ラ
ス
が
10
名
程
度
で
あ

り
、全
校
生
徒
は
69
名
で
す
。

　
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
の
中
、少
人
数
な
ら
で

は
の
個
々
の
児
童
に
目
の
行
き
届
く
授
業
が
展
開

さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、

図
書
室
は
、

.

児
童
が
学

習
し
た
り
、

本
を
選
ん

だ
り
し
や

す
い
よ
う

工
夫
を
凝

ら
し
た
整

備
が
さ
れ

て
い
ま
し

た
。

　
〜
大
田
市
の
み
り
ょ
く
発
掘
！
〜
と
題
さ
れ

た
、世
界
遺
産
登
録
10
周
年
記
念
献
立
給
食
に

は
、採
掘
作
業
の
明
か
り
に
利
用
さ
れ
た
サ
ザ
エ
、

別
名
で
じ
ゅ
う
ね
ん
と
呼
ば
れ
る
え
ご
ま
な
ど
、

地
元
食
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
１
、２
年
生
は
各
学
級
で
、３
年
生
以
上
は
ラ
ン

チ
ル
ー
ム
で
、大
田
市
の
歴
史
を
感
じ
な
が
ら
、楽

し
く
味
わ
い
ま
し
た
。

総務教育委員長
三浦靖議員あいさつ

計
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▶
北
三
瓶
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
様
子

１
．実
施
状
況

２
．ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

▲ランチルームでの給食

中 央 ブ ロ ッ ク
東 部 ブ ロ ッ ク
西 部 ブ ロ ッ ク
三 瓶 ブ ロ ッ ク
高 山 ブ ロ ッ ク
温泉津ブロック
仁 摩 ブ ロ ッ ク

　6人
　13人
　１4人

　　8人
　9人

　17人
　　４人

71人

13：30～15：10
18：00～19：40
18：00～20：15
18：00～19：45
13：30～15：20
13：30～15：15
13：30～14：45

川合まちづくりセンター
富山まちづくりセンター
長久まちづくりセンター

北三瓶まちづくりセンター
大森まちづくりセンター
湯里まちづくりセンター
宅野まちづくりセンター

ブロック 開催時間 開催場所 参加者数

回
答
者
の
内
訳

《
性
　
別
》 男
性 

52
人

 

女
性 

10
人

 

未
記
入 

１
人

《
年
代
別
》 30
代 

２
人

 

40
代 

４
人

 

50
代 

６
人

 

60
代 

32
人

 

70
代 

13
人

 

80
代
〜 

５
人

 

未
記
入 

１
人

◆
銀
山
テ
レ
ビ
の
議
会
中
継
を
ご
覧
に

な
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

・あ
る …

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

48
人

・な
い …

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

15
人

・そ
の
他 …

…
…

…
…

…
…

…
…

…

０
人

■
議
会
の
中
継
録
画
を
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
場
合
、ご

覧
に
な
ら
れ
ま
す
か
。

・見
る …

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

20
人

・見
な
い …

…
…

…
…

…
…

…
…

…

28
人

・そ
の
他 …

…
…

…
…

…
…

…
…

…

４
人

■
市
議
会
の
情
報
を
ど
ん
な
手
段
で
得
て

い
ま
す
か
？               

（
複
数
回
答
）

・議
会
傍
聴 …

…
…

…
…

…
…

…
…

２
人

・議
会
だ
よ
り 

…
…

…
…

…
…

…
…

53
人

・ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ 

…
…

…
…

…
…

26
人

・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ …

…
…

…
…

…
…

…

４
人

・そ
の
他 

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

０
人

■
報
告
会
へ
の
参
加
の
き
っ
か
け
は
？

（
複
数
回
答
）

・議
会
だ
よ
り 

…
…

…
…

…
…

…
…

26
人

・ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ 

…
…

…
…

…
…

10
人

・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ …

…
…

…
…

…
…

…

０
人

・議
員
か
ら
の
案
内   …

…
…

…
…

…

18
人

・そ
の
他 

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

14
人

議会運営委員会研修報告　～議会運営の理論と実務を学びました

石見銀山遺跡世界遺産登録記念日給食にかかる学校訪問

　
５
月
16
日（
火
）京
都
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
、廣
瀬
和
彦
氏（
地
方
議
会
総
合
研
修
所
代
表
）

が
講
師
を
務
め
る
地
方
議
員
セ
ミ
ナ
ー「
議
会
運

営
の
理
論
と
実
務
」に
、議
会
運
営
委
員
会
の
委
員

７
名
と
、正
副
議
長
の
計
９
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
地
方
議
員
は
、住
民
の
負
託
を
受
け
た
議
員
で

あ
り
、資
質
向
上
と
政
策
立
案
に
資
す
る
た
め
の

最
適
な
研
修
内
容
と
考
え
受
講
し
ま
し
た
。

　
研
修
内
容
は
、以
下
の
10
項
目
で
し
た
。　

①
議
会
事
務
局
職
員
と
し
て
議
員
に
対
す
る
心
構

え
　
②
本
会
議
運
営
の
理
論
と
実
務
　
③
委
員
会

運
営
の
理
論
と
実
務
　
④
協
議
会
　
⑤
公
聴
会
・

参
考
人
　
⑥
再
議
　
⑦
専
決
処
分
　
⑧
長
に
対
す

る
不
信
任
決
議
　
⑨
意
見
書
・
請
願
・
陳
情
　
⑩

懲
罰
・
資
格
決
定

　
全
国
の
市
議
会

を
調
査
さ
れ
た
事

例
を
参
考
に
説
明

さ
れ
、ま
た
、条
例

に
即
し
、示
唆
に

富
ん
だ
講
座
で
し

た
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ

ー
は
早
朝
か
ら
夕

方
ま
で
の
長
時
間

で
し
た
が
、
真
摯

な
姿
勢
で
熱
心
に

受
講
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
議
会
運

営
に
寄
与
す
る
こ

と
を
念
じ
報
告
と

し
ま
す
。

らとちゃんの笑顔いっぱい、
さざえごはん

モ～（牛）っと食べたい！
じゅうねん炒め

うめ～ぇのは和え・　　・・

ふるさとみりょく発掘汁

心踊る
天ぷらまんじゅう

～総務教育委員会が静間小学校へ～

議会報告会を開催しました！議会報告会を開催しました！
　大田市議会では今年度も、5月20日（土）に市内7ヵ所で議会報告会を開催しました。
報告会では、３月市議会定例会での当初予算や「道の駅」「新病院建設」等について報告
し、お出かけいただいた市民のみなさんからたくさんのご意見をいただきました。
本号では、その概要をお知らせします。

　
７
月
３
日（
月
）石
見
銀
山
遺
跡
世

界
遺
産
登
録
記
念
日
給
食
に
か
か
る

学
校
訪
問
で
、総
務
教
育
委
員
会
の
委

員
６
名
が
静
間
小
学
校
を
訪
問
し
ま
し

た
。今
年
度
で
10
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
静
間
小
学
校
は
、一
ク
ラ
ス
が
10
名
程
度
で
あ

り
、全
校
生
徒
は
69
名
で
す
。

　
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
の
中
、少
人
数
な
ら
で

は
の
個
々
の
児
童
に
目
の
行
き
届
く
授
業
が
展
開

さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、

図
書
室
は
、

.

児
童
が
学

習
し
た
り
、

本
を
選
ん

だ
り
し
や

す
い
よ
う

工
夫
を
凝

ら
し
た
整

備
が
さ
れ

て
い
ま
し

た
。

　
〜
大
田
市
の
み
り
ょ
く
発
掘
！
〜
と
題
さ
れ

た
、世
界
遺
産
登
録
10
周
年
記
念
献
立
給
食
に

は
、採
掘
作
業
の
明
か
り
に
利
用
さ
れ
た
サ
ザ
エ
、

別
名
で
じ
ゅ
う
ね
ん
と
呼
ば
れ
る
え
ご
ま
な
ど
、

地
元
食
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
１
、２
年
生
は
各
学
級
で
、３
年
生
以
上
は
ラ
ン

チ
ル
ー
ム
で
、大
田
市
の
歴
史
を
感
じ
な
が
ら
、楽

し
く
味
わ
い
ま
し
た
。

総務教育委員長
三浦靖議員あいさつ

計
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３
．主
な
質
疑・意
見

 

◆
消
防・救
急

・
緊
急
自
動
車
が
入
れ
な
い
道
路
の
対
応

を
お
願
い
し
た
い
。

 

◆
支
所
の
あ
り
方

・
温
泉
津・仁
摩
両
支
所
の
組
織
見
直
し

は
、来
年
度
を
目
途
に
、今
年
度
、地
域

と
行
政
が
協
議・話
し
合
い
を
進
め
な

が
ら
、方
向
性
を
選
択
し
て
い
く
と
い

う
意
味
合
い
で
あ
っ
た
は
ず
。住
民
の

理
解
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
動
か
な
い
と

思
う
の
に
、縮
小
の
方
向
に
進
ん
で
い

る
。温
泉
津
・
仁
摩
の
住
民
の
理
解
は

得
ら
れ
た
の
か
？

　
　
ま
た
、組
織
見
直
し
に
伴
い
職
員
数

が
減
と
な
る
と
、町
内
４
ヶ
所
の
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
い
ろ
い
ろ
な
形
の

し
わ
寄
せ
が
来
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、

た
だ
で
さ
え
忙
し
い
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
職
員
は
対
応
で
き
な
く
な
る
。

 
◆
地
域
交
通

・
安
来
市
は
地
域
に
車
を
一
台
貸
し
て
い

る
。軽
ワ
ゴ
ン
車
の
配
車
が
可
能
で
あ

れ
ば
、病
院
や
買
い
物
支
援
に
利
用
で

き
る
。

 

◆
空
き
校
舎
の
活
用

・
旧
富
山
小
学
校
を
利
活
用
し
て
ほ
し

い
。こ
れ
ま
で
市
に
は
何
度
も
要
望
し

て
き
た
。旧
井
田
小
学
校
は
利
活
用
さ

れ
て
い
る
。空
き
校
舎
利
活
用
は
先
進

事
例
が
県
内
に
も
あ
る
の
で
、参
考
に

し
て
ほ
し
い
。

 

◆
道
の
駅

・「
仁
摩
道
の
駅
」を
整
備
し
て
、「
ロ
ー

ド
銀
山
」と
の
両
立
は
で
き
る
の
か
。

ロ
ー
ド
銀
山
は
利
用
者
が
減
少
し
て

立
ち
行
か
な
く
な
る
心
配
が
あ
り
、新

た
な
道
の
駅
は
、観
光
客
入
込
数
が
毎

年
減
少
し
て
い
る
中
で
利
用
者
が
伸

び
な
い
の
で
は
な
い
か
。ま
た
、農
作

物
の
出
荷
等
、経
営
的
に
大
丈
夫
か
。

わかりやすかった
50%どちらとも

言えない
38%

わかりにくかった
12%

評価する
62%

どちらとも
言えない
36%

評価しない
2%

長かった
7%

ちょうどよかった
80%

短かった
13%

▲富山まちづくりセンターの様子　

▲川合まちづくりセンターの通いの場

▲石見神楽
▼湯里まちづくりセンターの様子

◆
報
告
会
の
内
容
は
わ
か
り
や
す
か

っ
た
で
す
か
？

◆
報
告
会
の
時
間
は
ど
う
で
し
た
か
？

◆
報
告
会
の
評
価
は
ど
う
で
す
か
？

 

◆
雇
用
の
場
の
確
保

・
新
大
田
市
が
発
足
し
て
か
ら
12
年
で
５

９
６
５
人
の
人
口
が
減
少
し
て
い
る
。

長
久
町
と
静
間
町
、五
十
猛
町
の
人
口

に
匹
敵
す
る
。歯
止
め
を
か
け
る
た
め

に
は
、Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
取
り
込
み
は

重
要
で
あ
る
が
、若
者
の
働
く
場
所
の

確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、そ
の
施

策
を
求
め
る
。

 

◆
神
楽
の
活
用

・
高
校
を
卒
業
し
て
地
元
に
就
職
し
た
36

名
の
内
、14
名
は
神
楽
を
続
け
た
い
と

の
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
。こ
の
石
見
神

楽
を
大
田
市
で
も
っ
と
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
？

　
　
玉
造
温
泉
は
、石
見
神
楽
を
専
属
で

囲
い
込
み
た
い
と
の
希
望
が
あ
り
、一

千
万
円
の
拠
出
を
予
定
し
て
い
る
。

  

◆
三
瓶
山
の
活
用

・
三
瓶
山
の
観
光
施
設
に
つ
い
て
、直
接

お
客
を
呼
び
込
む
こ
と
を
し
て
ほ
し

い
。三
瓶
登
山
や
温
泉
を
活
用
し
、観

光
客
が
魅
力
を
感
じ
る
よ
う
な
策
を

考
え
て
ほ
し
い
。

 

◆
世
界
遺
産
登
録
記
念
イ
ベ
ン
ト

・
今
回
は
、地
元
大
森
へ
の
情
報
提
供
が

遅
か
っ
た
。今
後
の
15
周
年
に
向
け
て

は
、大
森
地
区
に
予
算
を
つ
け
る
べ
き

で
あ
る
。ま
た
、地
元
の
声
を
し
っ
か
り

聴
い
て
予
算
化
な
ど
し
て
ほ
し
い
。 

 

◆
都
市
計
画
税

・
都
市
計
画
税
の
使
わ
れ
方
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。自
治
会
の
人
か
ら

聞
か
れ
て
答
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、教

え
て
い
た
だ
き
た
い
。ま
た
、当
初
の

目
的
は
。

・
高
禅
寺
自
治
会
内
の
側
溝
の
整
備
状

況
が
悪
く
、図
面
を
作
り
整
備
を
要
請

し
た
が
予
算
が
な
い
と
断
わ
ら
れ
て
い

る
。水
が
溜
ま
り
ボ
ウ
フ
ラ
が
湧
く
の

で
、自
治
会
で
は
、年
５
回
も
溝
掃
除

し
て
い
る
。都
市
計
画
税
を
こ
の
よ
う

な
側
溝
整
備
に
充
て
て
も
ら
い
た
い
。

 

◆
介
護
保
険（
新
し
い
総
合
事
業
）

・
通
い
の
場
づ
く
り
に
つ
い
て
、利
用
者
が

多
く
、ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が
手
狭
に

な
っ
て
い

る
。一
般

市
民
の
利

用
に
支
障

が
で
る
な

ら
、ま
ち

づ
く
り
セ

ン
タ
ー
の

増
改
築
等

拡
充
し
て

ほ
し
い
。

 

◆
新
大
田
市
立
病
院

・
市
立
病
院
の
建
設
に
つ
い
て
、医
療
費

削
減
で
ベ
ッ
ド
数
を
減
ら
さ
れ
て
い
る

が
、病
院
か
ら
退
院
し
て
も
介
護
施
設

な
ど
行
く
と
こ
ろ
が
な
い
で
は
困
る
。

こ
れ
以
上
、縮
小
し
な
い
で
ほ
し
い
。

ま
た
、建
設
の
遅
れ
が
な
い
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

・
外
科
系
医
療
の
確
保
は
ど
う
す
る
の

か
。例
え
ば
、都
会
の
総
合
病
院
の
よ

う
な
医
療
ビ
ル
的
な
施
設
は
ど
う
か
。

・
介
護
病
棟
を
廃
止
し
た
。包
括
ケ
ア
に

つ
い
て
充
実
し
て
ほ
し
い
。　

 

◆
教
育

・
西
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
狭
く
、広
げ
て
も

ら
い
た
い
。子
ど
も
の
こ
と
な
の
で
、早

く
対
処
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
湯
里
西
垣
内
地
区
は
小
学
生
が
２
名
で

あ
る
が
、３
年
後
に
は
６
名
に
な
る
予

定
。市
道
の
幅
員
が
狭
く
、ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
利
用
が
で
き
な
い
。ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
行
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
山
村
留
学
セ
ン
タ
ー
卒
業
生
が
県
内

高
校
に
進
学
し
て
い
る
。ま
た
就
職
も

し
て
い
る
。も
っ
と
盛
り
上
げ
て
ほ
し

い
。

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
意
見
、ご
要
望
に
対
す
る
回
答
は
、次
号
発
行
の
本
誌
に
て
掲
載
予
定
で
す
。
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３
．主
な
質
疑・意
見

 

◆
消
防・救
急

・
緊
急
自
動
車
が
入
れ
な
い
道
路
の
対
応

を
お
願
い
し
た
い
。

 

◆
支
所
の
あ
り
方

・
温
泉
津・仁
摩
両
支
所
の
組
織
見
直
し

は
、来
年
度
を
目
途
に
、今
年
度
、地
域

と
行
政
が
協
議・話
し
合
い
を
進
め
な

が
ら
、方
向
性
を
選
択
し
て
い
く
と
い

う
意
味
合
い
で
あ
っ
た
は
ず
。住
民
の

理
解
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
動
か
な
い
と

思
う
の
に
、縮
小
の
方
向
に
進
ん
で
い

る
。温
泉
津
・
仁
摩
の
住
民
の
理
解
は

得
ら
れ
た
の
か
？

　
　
ま
た
、組
織
見
直
し
に
伴
い
職
員
数

が
減
と
な
る
と
、町
内
４
ヶ
所
の
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
い
ろ
い
ろ
な
形
の

し
わ
寄
せ
が
来
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、

た
だ
で
さ
え
忙
し
い
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
職
員
は
対
応
で
き
な
く
な
る
。

 

◆
地
域
交
通

・
安
来
市
は
地
域
に
車
を
一
台
貸
し
て
い

る
。軽
ワ
ゴ
ン
車
の
配
車
が
可
能
で
あ

れ
ば
、病
院
や
買
い
物
支
援
に
利
用
で

き
る
。

 

◆
空
き
校
舎
の
活
用

・
旧
富
山
小
学
校
を
利
活
用
し
て
ほ
し

い
。こ
れ
ま
で
市
に
は
何
度
も
要
望
し

て
き
た
。旧
井
田
小
学
校
は
利
活
用
さ

れ
て
い
る
。空
き
校
舎
利
活
用
は
先
進

事
例
が
県
内
に
も
あ
る
の
で
、参
考
に

し
て
ほ
し
い
。

 

◆
道
の
駅

・「
仁
摩
道
の
駅
」を
整
備
し
て
、「
ロ
ー

ド
銀
山
」と
の
両
立
は
で
き
る
の
か
。

ロ
ー
ド
銀
山
は
利
用
者
が
減
少
し
て

立
ち
行
か
な
く
な
る
心
配
が
あ
り
、新

た
な
道
の
駅
は
、観
光
客
入
込
数
が
毎

年
減
少
し
て
い
る
中
で
利
用
者
が
伸

び
な
い
の
で
は
な
い
か
。ま
た
、農
作

物
の
出
荷
等
、経
営
的
に
大
丈
夫
か
。

わかりやすかった
50%どちらとも

言えない
38%

わかりにくかった
12%

評価する
62%

どちらとも
言えない
36%

評価しない
2%

長かった
7%

ちょうどよかった
80%

短かった
13%

▲富山まちづくりセンターの様子　

▲川合まちづくりセンターの通いの場

▲石見神楽
▼湯里まちづくりセンターの様子

◆
報
告
会
の
内
容
は
わ
か
り
や
す
か

っ
た
で
す
か
？

◆
報
告
会
の
時
間
は
ど
う
で
し
た
か
？

◆
報
告
会
の
評
価
は
ど
う
で
す
か
？

 
◆
雇
用
の
場
の
確
保

・
新
大
田
市
が
発
足
し
て
か
ら
12
年
で
５

９
６
５
人
の
人
口
が
減
少
し
て
い
る
。

長
久
町
と
静
間
町
、五
十
猛
町
の
人
口

に
匹
敵
す
る
。歯
止
め
を
か
け
る
た
め

に
は
、Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
取
り
込
み
は

重
要
で
あ
る
が
、若
者
の
働
く
場
所
の

確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、そ
の
施

策
を
求
め
る
。

 

◆
神
楽
の
活
用

・
高
校
を
卒
業
し
て
地
元
に
就
職
し
た
36

名
の
内
、14
名
は
神
楽
を
続
け
た
い
と

の
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
。こ
の
石
見
神

楽
を
大
田
市
で
も
っ
と
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
？

　
　
玉
造
温
泉
は
、石
見
神
楽
を
専
属
で

囲
い
込
み
た
い
と
の
希
望
が
あ
り
、一

千
万
円
の
拠
出
を
予
定
し
て
い
る
。

  

◆
三
瓶
山
の
活
用

・
三
瓶
山
の
観
光
施
設
に
つ
い
て
、直
接

お
客
を
呼
び
込
む
こ
と
を
し
て
ほ
し

い
。三
瓶
登
山
や
温
泉
を
活
用
し
、観

光
客
が
魅
力
を
感
じ
る
よ
う
な
策
を

考
え
て
ほ
し
い
。

 

◆
世
界
遺
産
登
録
記
念
イ
ベ
ン
ト

・
今
回
は
、地
元
大
森
へ
の
情
報
提
供
が

遅
か
っ
た
。今
後
の
15
周
年
に
向
け
て

は
、大
森
地
区
に
予
算
を
つ
け
る
べ
き

で
あ
る
。ま
た
、地
元
の
声
を
し
っ
か
り

聴
い
て
予
算
化
な
ど
し
て
ほ
し
い
。 

 

◆
都
市
計
画
税

・
都
市
計
画
税
の
使
わ
れ
方
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。自
治
会
の
人
か
ら

聞
か
れ
て
答
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、教

え
て
い
た
だ
き
た
い
。ま
た
、当
初
の

目
的
は
。

・
高
禅
寺
自
治
会
内
の
側
溝
の
整
備
状

況
が
悪
く
、図
面
を
作
り
整
備
を
要
請

し
た
が
予
算
が
な
い
と
断
わ
ら
れ
て
い

る
。水
が
溜
ま
り
ボ
ウ
フ
ラ
が
湧
く
の

で
、自
治
会
で
は
、年
５
回
も
溝
掃
除

し
て
い
る
。都
市
計
画
税
を
こ
の
よ
う

な
側
溝
整
備
に
充
て
て
も
ら
い
た
い
。

 

◆
介
護
保
険（
新
し
い
総
合
事
業
）

・
通
い
の
場
づ
く
り
に
つ
い
て
、利
用
者
が

多
く
、ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が
手
狭
に

な
っ
て
い

る
。一
般

市
民
の
利

用
に
支
障

が
で
る
な

ら
、ま
ち

づ
く
り
セ

ン
タ
ー
の

増
改
築
等

拡
充
し
て

ほ
し
い
。

 

◆
新
大
田
市
立
病
院

・
市
立
病
院
の
建
設
に
つ
い
て
、医
療
費

削
減
で
ベ
ッ
ド
数
を
減
ら
さ
れ
て
い
る

が
、病
院
か
ら
退
院
し
て
も
介
護
施
設

な
ど
行
く
と
こ
ろ
が
な
い
で
は
困
る
。

こ
れ
以
上
、縮
小
し
な
い
で
ほ
し
い
。

ま
た
、建
設
の
遅
れ
が
な
い
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

・
外
科
系
医
療
の
確
保
は
ど
う
す
る
の

か
。例
え
ば
、都
会
の
総
合
病
院
の
よ

う
な
医
療
ビ
ル
的
な
施
設
は
ど
う
か
。

・
介
護
病
棟
を
廃
止
し
た
。包
括
ケ
ア
に

つ
い
て
充
実
し
て
ほ
し
い
。　

 

◆
教
育

・
西
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
狭
く
、広
げ
て
も

ら
い
た
い
。子
ど
も
の
こ
と
な
の
で
、早

く
対
処
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
湯
里
西
垣
内
地
区
は
小
学
生
が
２
名
で

あ
る
が
、３
年
後
に
は
６
名
に
な
る
予

定
。市
道
の
幅
員
が
狭
く
、ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
利
用
が
で
き
な
い
。ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
行
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
山
村
留
学
セ
ン
タ
ー
卒
業
生
が
県
内

高
校
に
進
学
し
て
い
る
。ま
た
就
職
も

し
て
い
る
。も
っ
と
盛
り
上
げ
て
ほ
し

い
。

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
意
見
、ご
要
望
に
対
す
る
回
答
は
、次
号
発
行
の
本
誌
に
て
掲
載
予
定
で
す
。
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▲国の天然記念物に指定予定の琴ヶ浜

5
月
12
日

・
議
会
報
告
会

６
月
９
日

・
大
田
市
使
用
料
及
び

手
数
料
の
見
直
し
に

関
す
る
基
本
方
針
　

・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
及
び
国
民
健
康

保
険
料
の
軽
減
判
定

誤
り
に
伴
う
保
険
料

の
誤
算
定

６
月
16
日

・
平
成
30
年
度
大
田
市

重
点
要
望

・
学
校
給
食
へ
の
異
物

混
入

・
琴
ヶ
浜
の
国
指
定
天

然
記
念
物
の
指
定 全

員
協
議
会
の
議
題

〜
議
案
の
審
査
ま
た
は
議
会
の
運
営
に
関
し

協
議
・
調
整
を
お
こ
な
い
ま
す
〜

議
員
提
出
議
案

▼ 

森
林
環
境
税（
仮
称
）の
早
期
創
設
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て【
原
案
可
決
】

▼ 

地
方
財
政
の
充
実・強
化
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て【
原
案
可
決
】

▼「
共
謀
罪
」と
同
趣
旨
の「
改
正
組
織
犯
罪
処
罰
法
」の
拙
速
な
法
施
行
を
行
わ
な
い

　
こ
と
を
求
め
る
決
議
に
つ
い
て【
原
案
否
決
】

森林環境税（仮称）の早期創設を求める意見書
　森林は国土の保全、水源のかん養、地球温暖化の防止などの公益的機能を
有しており、また、木材の供給を通じて地域産業の活性化と雇用創出に寄与してい
ます。
　しかしながら、所有者・境界が不明確な森林の増加や担い手不足、長期にわた
る木材価格の低迷等により、森林の荒廃が深刻な状況です。
　地方においては、国の森林整備事業に加え、地方単独事業等を創設し、森林
整備対策、林業・木材産業対策を実施しているところですが、長期的な視点に立
った安定的な財源が十分に確保されているとはいえないのが現状です。
　ついては、森林環境税（仮称）の創設により、長期的かつ安定的な財源が確保
されるよう下記事項の実施について強く要望いたします。

記
１.　地方が行う森林整備の長期的、安定的な財源の確保のため、平成３０年
度税制改正において「森林環境税（仮称）」を創設すること。
２．　税収は、民有林面積に応じて配分し、県及び市町村がしっかり連携しなが
ら、自由度をもった対策が実施できるような制度とすること。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成２９年６月２３日

◇
6
月
定
例
会
提
出
議
案
等
賛
否
一
覧
表

　
　

　
議

　
員

　
名

　
等

　
議

　
案

　
名

　
等

議
決

結
果

賛
 

成
 

：
反対等

木村幸司

森山幸太

胡摩田弘孝

森山明弘

小川和也

三浦

　
靖

石田洋治

松村信之

小林

　
太

松葉昌修

河村賢治

林

　
茂樹

大西

　
修

月森和弘

塩谷裕志

有光孝次

福田佳代子

石橋秀利

清水

　
勝

内藤芳秀

■
市

長
提

出
議

案

議
案

第
360号

専
決

処
分（

平
成

２８
年

度
大

田
市

一
般

会
計

補
正

予
算（

第
８

号
））の

承
認

に
つ

い
て

承
　

　
認

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
─

議
案

第
361号

専
決

処
分（

平
成

２９
年

度
大

田
市

住
宅

新
築

資
金

等
貸

付
事

業
特

別
会

計
補

正
予

算
（

第
１

号
））の

承
認

に
つ

い
て

承
　

　
認

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
─

議
案

第
362号

専
決

処
分（

大
田

市
税

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

制
定

）の
承

認
に

つ
い

て
承

　
　

認
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

─

議
案

第
363号

専
決

処
分（

大
田

市
地

域
振

興
を

促
進

す
る

た
め

の
固

定
資

産
税

の
課

税
免

除
等

に
関

す
る

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

制
定

）の
承

認
に

つ
い

て
承

　
　

認
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

─

議
案

第
364号

専
決

処
分（

大
田

市
都

市
計

画
税

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

制
定

）の
承

認
に

つ
い

て
承

　
　

認
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

─

議
案

第
365号

専
決

処
分（

大
田

市
消

防
団

員
等

公
務

災
害

補
償

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

制
定

）の
承

認
に

つ
い

て
承

　
　

認
17 ：

2 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
●

○
○

─

議
案

第
366号

平
成

２９
年

度
大

田
市

一
般

会
計

補
正

予
算（

第
１

号
）

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
─

議
案

第
367号

平
成

２９
年

度
大

田
市

国
民

健
康

保
険

事
業

特
別

会
計

補
正

予
算（

第
１

号
）

原
案

可
決

17 ：
2 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

●
○

○
○

●
○

○
─

議
案

第
368号

平
成

２９
年

度
大

田
市

後
期

高
齢

者
医

療
事

業
特

別
会

計
補

正
予

算（
第

１
号

）
原

案
可

決
17 ：

2 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
●

○
○

─

議
案

第
369号

大
田

市
農

業
委

員
会

の
委

員
及

び
農

地
利

用
最

適
化

推
進

委
員

の
定

数
に

関
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
17 ：

2 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
●

○
○

─

■
議

員
提

出
議

案

議
案

第
370号

「
共

謀
罪

」と
同

趣
旨

の「
改

正
組

織
犯

罪
処

罰
法

」の
拙

速
な

法
施

行
を

行
わ

な
い

こ
と

を
求

め
る

決
議

に
つ

い
て

原
案

否
決

8 ：
11 

●
●

○
○

○
●

●
●

●
●

●
○

○
●

●
●

○
○

○
─

意
第

15
号

地
方

財
政

の
充

実
・

強
化

を
求

め
る

意
見

書
の

提
出

に
つ

い
て

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
─

意
第

16
号

森
林

環
境

税（
仮

称
）の

早
期

創
設

を
求

め
る

意
見

書
の

提
出

に
つ

い
て

原
案

可
決

17 ：
2 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

●
○

○
○

●
○

○
─

■
請

願

請
願

第
３

号
年

金
の

毎
月

支
給

を
求

め
る

意
見

書
採

択
方

に
つ

い
て

不
採

択
5 ：

14 
●

●
●

●
○

○
●

●
●

●
●

●
○

●
●

●
○

●
○

─

請
願

第
4号

森
林

環
境

税
（

仮
称

）
の

早
期

創
設

を
求

め
る

意
見

書
提

出
方

に
つ

い
て

採
　

択
17 ：

2 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
●

○
○

─

請
願

第
5号

北
朝

鮮
問

題
を

め
ぐ

る
国

際
的

緊
張

の
高

ま
り

を
平

和
的

に
解

決
す

る
こ

と
を

求
め

る
意

見
書

提
出

方
に

つ
い

て
継

続
審

査
 

議
会

閉
会

中
の

継
続

審
査

（
総

務
教

育
委

員
会

付
託

）

※
定

数
２０

名
、

う
ち

議
長

（
内

藤
芳

秀
）

は
採

決
に

加
わ

り
ま

せ
ん

　
　

※
○

は
賛

成
　

●
は

反
対

等
（

反
対

、
継

続
審

査
、

態
度

保
留

等
々

）　
　



2017.7.20 （16）おおだ市議会だより

えっ!! そんな一面が!!

編
集
後
記

編
集
後
記

次の定例会は9月1日
~27日の予定です。
市議会を身近に感じる
良い機会です。お気軽に
お越しください。
◇傍聴席は定員64人です。
◇多数で傍聴に来られる場合

は、あらかじめ議会事務局
へご連絡ください。

議会傍聴の
ご案内

　
日
本
三
大
鳴
き
砂
と
い
わ

れ
て
い
る
琴
ヶ
浜
が
国
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
。大
田
市
教
育

委
員
会
を
は
じ
め
、
地
元
の

方
々
の
海
岸
清
掃
な
ど
、
日

頃
の
努
力
が
実
っ
た
も
の
と

お
祝
い
申
し
上
げ
た
い
。

　
私
達
が
住
む
大
田
市
に

は
、
琴
ヶ
浜
の
ほ
か
、
国
立
公

園
三
瓶
山
、
世
界
遺
産
の
石

見
銀
山
、
温
泉
津
温
泉
と
地

域
資
源
が
多
く
あ
る
が
、
こ

の
誇
る
べ
き
資
源
を
有
効
に

活
用
し
た
観
光
振
興
を
進
め

た
い
。

　
近
年
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
海

外
か
ら
の
観
光
客
が
自
然
豊

か
な
日
本
の
地
方
を
訪
れ
る

傾
向
に
あ
る
。大
田
市
の
自

然
を
し
っ
か
り
と
Ｐ
Ｒ
、
情
報

発
信
し
な
が
ら
、集
客
に
つ
な

が
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

（
石
田
　
洋
治
）

どうしても近寄りがたいと思われがちな議員･･･。
「そんなことはないのにな。」「気軽に話しかけてもらって大丈夫なのに。」と思っています。

と、いう訳で、今回から３回にわたり、各常任委員会ごとに皆さんの知られざる！？
（ご存知の方もおられるかもしれませんが）議員の一面をご紹介します。

総務教育委員の皆さんの意外な一面

実は･･･、お酒を飲まないん
です。飲み会でも、もっぱら

「コーラ」を飲んでいます。
テンションも人並み以上（笑）。
ハンドルキーパーはおまかせ
下さい。

三浦　靖 議員

野球少年でした。
そして！スポ少のコーチも20
年間つとめました。
野球を語らせたら、熱いです
よ～。今は、野球観戦を楽し
んでいます。

松村　信之 議員

子どもが大好きです。
我が子は４人、孫も2人いま
す。子どもの笑顔に癒され、
童心に心を洗われ、元気な姿
に力をもらっています。

石橋　秀利 議員

花に癒され、花の魅力に引き込
まれています。
花も愛情をもって育てれば育て
るほど美しい花を咲かせます。花
をみていると無心になり、気持ち
を切り換えることができます。

農業大好き、動くの大好き…。
寝る時間なんてもったいな
い！の私ですが…。
にんじんとしいたけが苦手な
んです。
生産者の方ごめんなさい。

内藤　芳秀 議員

集落の皆さんとえごま油をつ
くりはじめ、今年が3年目に
なります。身体に良いえごま
油を、毎日スプーン一杯程度
摂取しています。意外にも、
健康志向なんです。(笑)

河村　賢治 議員
胡摩田　弘孝 議員

いつもスーツ姿だと思われ
がちですが…。
田んぼをかかえていて、どろ
まみれになって、農業もやっ
ています！

有光　孝次 議員

委
員
長 

木
村
　幸
司

副
委
員
長 

塩
谷
　裕
志

委
　員 

月
森
　和
弘

委
　員 

大
西
　
　修

委
　員 

松
村
　信
之

委
　員 

石
田
　洋
治

委
　員 

森
山
　明
弘

委
　員 

胡
摩
田
弘
孝

委
　員 

森
山
　幸
太

広
報
広
聴
委
員
会

坂 根 印 刷  納
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